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明治グループ 110 周年記念ロゴへの想い

記念ロゴの「 !! 」は明治グループから生まれる新たな
アイデアを、また「 ♡ 」はステークホルダーの皆さまから
の共感を通じ、持続的な社会への貢献を表現しました。
110周年を未来への出発点とし、「アイデアを広げ共感
の輪を広げよう」というメッセージを込めています。
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凡 例
◎�可能な限り発売当時の写真を掲載しておりますが、そうでない場合は写真下に

注釈を入れています。

◎�各製品の説明文は、出来るだけ発売時の表現を使用するようにしています。

◎医療用医薬品については、関連法規に則り、製品写真未掲載としております。

◎�工場、研究所、研修所の記載については、以下のルールに基づいて記載して
います。

　�工場名、研究所名、研修所名（現工場名、研究所名、研修所名：乳／菓／薬
／栄養・開始年・所在都道府県名＊）

　＊�工場名、研究所名、研修所名で所在地がわかりにくい場合は、「都道府県名　地名」としています。

◎�海外展開の軌跡1、2、3については、対象期間内に設立された事業会社・
グループ会社について記載しています。

　対象期間：�海外展開の軌跡1（1970-1999）、海外展開の軌跡2（2000-2019）、 
海外展開の軌跡3（2020-2026）

ビジュアルで振り返る110年

1 9 1 6 − 2 0 2 6



二人三脚で事業基盤を作り上げた 
相馬半治（左）と有嶋健助（右）

明治グループ各社の拠点と
相馬半治の視察旅行ルート

出典：「還暦小記」相馬半治

キャラメル、チョコレート、アイスクリーム……
大規模な最新工場で需要に応える

明治ブランドを全国へ！
1920  「明治商店」設立

さらなる飛躍を期して
1924  「明治製菓」
1940  「明治乳業」

明治製菓

東京菓子株式会社定款（原本） 極東煉乳株式会社定款（複写）

明治乳業

東京菓子 極東煉乳

大久保工場（菓･1917･東京） 両国工場（乳･1927･東京）川崎工場（菓･薬･1925･神奈川）

明治商店東京本店

に変更

近代設備を整えた大久保工場、川崎工場では、キャラメル、チョ
コレート、ビスケットなどを製造。ドイツや米国から技師を招き、
製造技術の向上も図った。両国工場では、夏季にアイスクリーム、
冬季にはケーキやあんパンなどを製造した。

グループの商品を取り扱う総代理店として株式会社明治商店を設立。
菓子や乳製品などの販売を全国で展開したほか、後に京橋や丸ビルの
売店の経営も委託された。その後、薬品を含め販促活動も行った。
1942年、明治商事株式会社に変更。

製菓、乳業の事業がスタート 
1916  「東京菓子」
1917  「極東煉乳」設立

明治グループは、製糖事業をそのルーツと
している。創業者の1人である相馬半治は
明治製糖を設立し、日本や台湾を舞台に
広く製糖事業を展開。科学技術を駆使し
た多角的経営を進める中、有嶋健助とと
もに国家社会への貢献、食品文化への寄
与、栄養報国を志し、製菓業、乳業に参入
した。さらにその後、食品事業、薬品事業
へも進出していった。

東京菓子は明治製菓株式会社に、極東煉乳は明治乳業
株式会社に変更。

明治グループ

110年の礎
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背景イメージ：[左]最初の「ミルクチョコレート」のレシピ、[右]牛乳配達車

大正デモクラシーとともに、今に続く大衆文化が花開き、おいしい楽しい菓
子が子どもたちの心をつかみ、牛乳･乳製品が日本の食卓を彩ります。甚
大な被害をもたらした関東大震災、昭和を迎え戦争の時代へと突き進んで
いきました。そして焼け跡から、新たな希望とともに復興への歩みを始めます。

1916-49

欧米での視察体験から、相馬半治は、広告の重要性を認識しており、
活発な宣伝活動を展開していた。その一環として1923年に発刊さ
れたのが季刊誌『スヰート』。当時はまだ珍しい企業PR誌だったが、
商品の紹介だけでなく、当時活躍していた文化人の作品を掲載する
という編集方針が斬新だった。寄稿者の中には川端康成、菊池寛、
芥川龍之介、島崎藤村、小川未明などといった著名な作家や画家の
名前も。大正時代のモダン文化を反映した画期的な雑誌であった。

お菓子文化を発信するPR誌
『スヰート』発刊

贈り物としても重宝された明治のお菓子。全国35
店舗の売店でチョコレート、キャンデー、ドロップ
など、バラエティ豊かな詰め合わせが販売された。

お菓子の進物が大人気

ロングセラーとなった
商品の第1号。

カルシウム入り清涼錠菓
「カルミン」

1921

電車内広告など積極的な宣伝
活動を展開。ビタミンB1を発
見した鈴木梅太郎博士からは

「外国製品にも劣らない」との
お墨付きも。

戦前の日本を代表する練乳商品
「明治メリーミルク」

1921

1922年、第一相互ビルに京橋
売店を開設。店頭での陳列効果
により販売を促進。小売店向け
のサービスとして、歌舞伎座で
の観劇会などを実施した。

売店をオープン

京橋売店

1922

ビタミンB1（オリザニン）を日本で
初めて添加。鈴木梅太郎博士が指
導した糧食研究会で開発された。

育児用粉ミルクのルーツ
「パトローゲン」 誕生

1923

1923

京橋の仮工場からスター
ト。その後、本所区亀沢町

（現・墨田区緑）に両国
工場を新設。百貨店など
の高級店で販売された。

アイスクリーム事業を
本格スタート

1924

関東大震災後の新たな風俗文化の波に乗り、チョコレート人気が上
昇。需要増に伴って新工場（川崎）の建設を進め、量産体制が整い、
1926 年9月に「ミルクチョコレート」を20 銭で発売。

“チョコレートは明治”の原点
「ミルクチョコレート」誕生

1926

当時の事業多角化の柱の一つで
ある食品事業は、ココアの製造
から第一歩を踏み出した。

ホッとするひとときを
食品事業のスタート
「明治ココア」発売

1926

初期の「明治牛乳」

両国工場のミルクプラントで生乳を処理し
て販売開始。発売当初わずか７店だった

「明治牛乳」販売店は、1年後に35店、2 
年後には54 店と順調に増えていった。

両国工場で
「明治牛乳」誕生

1928

「サイコロキャラメル」（1927）と当時流
行した正ちゃん帽を被った男の子の意
匠の「ミルクキャラメル」（1929）が子
どもたちに親しまれた。

子どもたちに大人気のキャラメル
1927

三菱仲5号館
1912年3月、三菱が丸の内仲通りのオフィス街の一角に建てたも
の。鉄筋コンクリート3階建てで、赤レンガ造りの西洋風の外装が
印象的。竣工と同時に明治製糖が東京事務所として借り受けた。ま
た、1928年から1933年までの5年間は、東京菓子・明治製菓の
本社事務所も置かれていた。左奥に見える建物は、2019年に建て
替えられた東京會舘。
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背景イメージ：[左]主基工場への生乳持ち込み風景、[右]京橋売店の喫茶室（1936年ごろ）

新鮮な生乳を供給

極東農場や根室牧場の優秀
な種雄牛は、ホルスタイン
種の乳牛の世界的記録牛を
多く産出した。

優秀な種雄牛が生産拡大に貢献
ぼくの名前はメージ・デモン

ストレー
ター

北海道での事業基盤を確立するなど、各地で精力的に乳業を推進。
東京、千葉、大阪などで牛乳やアイスクリームを製造し、1940年前
後には、ほぼ全国展開を達成した。

主基工場（乳･1920･千葉）清水工場（乳･1929･北海道）

牛乳、乳製品の工場を各地に展開！
国内における事業基盤を確立

宣伝販売

トーキーカー

チョコレート宣伝隊

大量の新聞広告をはじめ、電車の中吊り広告、
発声映画自動車（トーキーカー）によるキャン
ペーンなど、創業当初から宣伝活動を重視して
いたのも明治の特色。欧米での視察を通じて、
相馬半治はデザインや広告がもたらす効果に
ついて、強く認識していた。

多彩な手法で 「明治」をPR
宣伝販売、
トーキーカー、
宣伝隊……

大正時代より販売経路を開拓し、総合商社等を通じて行った輸出も好
調。チョコレートやキャラメル、ビスケット、キャンデー、練乳等の販
売は、中国・インド・東南アジアをはじめ、アフリカにまで及んだ。

世界に拡がる販売先

中国の工場

韓国の販売店 インドでの宣伝活動 シンガポールでの商品広告
工場を次々と建設して生産体制を拡充。1936年、函館
工場が発足、戸畑工場が開設され、ビスケット、キャラ
メルなどを量産。1939年、輸出特別保税用の神戸工場
も開設。多様な缶詰も1936年に開設した藤枝工場をは
じめ、勝山工場、笠岡工場、上山工場ほかで生産を開始
し、1940年までに10工場で生産した。

売上好調の菓子、
缶詰の増産に対応

藤枝工場（現 東海工場:菓･1936･静岡）

戸畑工場（菓･1936･福岡）函館工場（菓･1936･北海道）

極東農場（乳･1918･北海道 石狩）

特別牛乳牧場
（乳･1937･東京 北多摩郡）

根室牧場（乳･1939･北海道）

キャラメルやチョコレートを販売した自動
販売機。

自動販売機を設置
1931

両国工場では、バターの本格生産を開始。また、スイスよりチーズ
の製造機械を導入し、勝山工場のチーズを原料に、いち早くプロセ
スチーズの工業生産をスタートさせた。

牧場からの豊富な生乳で
「明治バター」や
「明治チーズ」を本格生産

1932

勝山工場と両国工場間で運行開始。タンクローリーを
当時は牛乳タンクカーと呼んだ。

生乳を工場へ運ぶ
日本初の牛乳タンクカー

1935

明治製菓ビルヂング
1933年4月に竣工した、鉄筋コンクリート6階建て、地下1階のビ
ル。明治製糖の所有地だった東京府京橋区（現・中央区）京橋2丁
目に建築された。開館と同時に明治製菓、明治商店などの事務所が
入居。1階には明治製菓販売所、2階には実験室などを備え、地下
には社員食堂も設けられた。東京大空襲でも被災を免れ、2001年
に建て替えが決定するまで、長きにわたって社員に親しまれ続けた。

根室牧場をはじめ多くの牧場を経営。生乳生産の安定化や基礎種
牛の育成供給事業を通して、日本の乳牛の改良にも貢献した。

輸出用カタログと
輸出用練乳缶

1916-1949
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背景イメージ：[左]川崎工場開設時のチョコレート製造設備、[右]搬入中の40kL培養槽（川崎工場）

鴨宮工場（菓･1940･現 Meiji Seika ファルマテック:薬･1988･神奈川）

フルーツシラップの瓶を使ったペニシリン培養表面培養室

1916-1949

製菓、乳業ともにペニシリンの製造に注力。
“抗生物質の明治”へ 
戦後の1946年、ペニシリンの製造に着手。瓶を使用した表面培養から始め、その後、培養
方法を変更。他社に先駆けて大容量タンクを設置するなど、積極的な設備投資を敢行し、
ペニシリン市場での存在感を高めていった。なお、製菓、乳業のペニシリン事業は1958年
に統合された。

食品事業が復興の糸口
鴨宮工場（1948年に小田原工場に改称）では漬物を製造。そして
北海道に松前工場（水産加工品）、広島県に大野製塩場、滋賀県に
八日市工場（ジャム・佃煮等）を開設した。

空襲直後の京橋周辺（矢印が明治製菓ビル）

川崎工場・神戸工場・本所工場などが被災。苦難の中、終戦の日
を迎えた。

缶 詰 の 第1号 は1936
年 製 造 の「 び わ の 缶
詰」。続いて桃、みかん、
パイナップル、アスパラ
ガスを製造。みかんと
アスパラガスは英国と
タイに向けて輸出した。

缶詰の製造と輸出を開始
1936

戦後の子どもの
栄養補給を
助ける商品を提供
戦後の乳児食糧対策として、輸
入脱脂粉乳などを原料にして育
児食が製造された。山形県上山
と愛媛県松山の2工場を皮切り
に、全国18工場で製造を開始。
復興期の家庭を支えた。

1947
太平洋戦争終戦後に衛生環境が悪化し、痘そう

（天然痘）の患者が増加。流行を抑制するために
開発された第1号となるワクチン。

「痘そうワクチン」
1945

東京大空襲で
瓦礫の山と化した京橋付近

1945

フルーツシラップ

牛肉大和煮缶 いわし味付缶

函館工場と、同工場内での乾パン袋詰め作業

防衛食
配給ラベル

慰問用や非常時用など、
戦時中もさまざまな商品を出荷
戦時体制下、砂糖、小麦粉、生乳、缶の入手が年々困難になり、
菓子類は携行食料や軍・官納品に、缶詰類は統制下の貯蔵食
料用に、乳製品類は配給統制となった。
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背景イメージ：[左]スイート・シスターズによる宣伝活動、[右]明治製菓と明治乳業のペニシリン製剤を扱う明治商事

工場設備が近代化し、技術も進化！

大阪工場（菓･1955･大阪 高槻）烏山工場（乳･1952･東京）

乳製品や牛乳の需要拡大に対応すべく、烏山工場（1963年東京
工場に改称）が操業開始。日本初のHTST（高温短時間殺菌法）
方式を導入した工場として注目を集めた。大阪工場は、菓子第2
の主幹工場、川崎工場被災のリスク分散、近代的オートメーショ
ン設備、見せる工場として開設。大阪では、薬品製剤生産拠点とし
て、淀川工場も発足した。1950 年代操業開始で現在も稼働して
いる工場は、大阪工場、戸田橋工場（現戸田工場：乳・1954・
埼玉）の2カ所。そのほか 16カ所の工場が操業を開始していた。淀川工場（薬･1958･大阪）

1950年頃、政府は死因の1位であった結核の感染対策のため、
抗生物質ストレプトマイシンの買い上げを実施。買い上げ量の
半分以上を明治製品が占めた。

結核治療薬
「ストレプトマイシン硫酸塩」

1950

蜂蜜と乳酸菌入りの本格的なヨーグルトとして一般
家庭にヨーグルトを普及させた先駆的商品。

わが国で初めての
工業的生産によるヨーグルト
「明治ハネーヨーグルト」

1950

日本で初めて、たんぱく質をソフト
カード化した粉ミルク。この改良に
よって、たんぱく質が赤ちゃんの胃
の中で消化されやすくなった。

牛乳のたんぱく質を消化しやすい
「ソフトカード
明治コナミルク」

1951

手術後の栄養改善のために開
発された日本初の流動食。そ
の後の流動食事業の基礎をつ
くった。1951年ごろに久米川
工場で製造を開始した。

日本初の流動食
「レストーゲン」

1951

1952年、小麦粉の統制が解除。その後、英国から最新
設備を導入した大阪工場を開設し、1955年からビス
ケット、クラッカーの量産をスタート。

1952  「バタービスケット」
1954  「ソーダクラッカー」

ソーダクラッカー

バタービスケット

栄養成分を強化し乳固形分を増量し
た“デラックスもの”「明治ゴールド
牛乳」。1960年代後半には、“牛乳
の王様”をキャッチフレーズに、当時
の読売巨人軍の王貞治選手を起用し
た広告も話題になった。「明治コー
ヒー牛乳」や「明治フルーツ牛乳」と
いった乳飲料も発売。

壜牛乳も商品が多様化
1956  「明治コーヒー牛乳」
1957  「明治ゴールド牛乳」
1958  「明治フルーツ牛乳」

復活したミルクチョコレートのポスター

戦後のお菓子づくりが再スタート
昔のままのなつかしい「ミルク
チョコレート」が復活。戦後初
の本格的国産チョコレートと
して発売された。

1951

オート三輪によるオレンジジュースの全
国一斉出荷

1954年に日本初の缶入り「天然オレンジジュー
ス」を発売。ジュースは瓶詰めという常識を覆し
た画期的な商品。その後、
缶の上に専用のオープナー

（穴開け器）をつけ、1957
年に全国一斉発売した。

「天然オレンジジュース」を
全国一斉発売

1957おやつに、お酒のつまみに。
手軽においしく食べられる
ベビーサイズの明治チーズ。

楽しさ  おいしさ  栄養いっぱい
「明治チーズベビーサイズ」

1957

梅澤濱夫博士が発見した抗生物質カナマイシン。早くから博
士の研究に協力してきた明治製菓が臨床試験等を支援し、製
品化した。結核をはじめ広範な病原菌への有効性が国際的
にも評価され、1966年には日本の輸出薬品のトップに。

抗生物質
「カナマイシン硫酸塩」

1958

シェルチョコレートの中にパイナッ
プル、オレンジなどのクリームを詰
めた大人気商品。「JP」とは、デン
マーク製の最新鋭設備であるヤン
セン・プラント（Jaensen Plant)
の頭文字であるが、日本の草分け

（Japan Pioneer）の自負も込めら
れている。

予告CMが斬新だった
「JPチョコレート」 

1959

後に東京オリンピック（1964）の公式ポス
ターを制作する亀倉雄策氏が「Meiji」の
新たなロゴをデザイン。1957年発売の「ミ
ルクチョコレートデラックス」のパッケー
ジも亀倉氏が手がけた。

　　　  から　　　　へ

「コーヒーキャラメル」で
ロゴデザインを一新

1955

牛乳の容器として紙パックが
使われるようになった。三角
形の容器は軽くて丈夫な構造
で、輸送にも適していた。

最初は三角形だった
紙容器入り明治牛乳 

1955

「奇跡」といわれた戦後の復興。日本の経済は瞬く間に元気を取り戻し、
ベビーブームの到来とともに街はにぎわいます。テレビ放送が開始され、
街頭で、お茶の間で、老若男女釘付けになりました。少年漫画週刊誌も創刊。
みんなが、「巨人・大鵬・卵焼き」でした。

1950-59
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背景イメージ：[左]研究所(東村山)内実験室、[右]「カール」のアニメーションテレビCM（1974年）

京橋第一ビル
1968年 か ら2001年 ま で の
間、ビルの5階から9階に明
治乳業の本社が置かれてい
た。もともと明治乳業の本社
機能は明治製菓ビルヂングに
あったが、1960年代に入って
事業が拡大。社員数が終戦直
後と比べると、およそ3倍とな
り、本社が手狭となっていた。
そこで1960年4月、本社機能
の移転が決定。一時的に近隣
の京橋2丁目6番地ビルに移
転し、その後この京橋第一ビ
ルに移った。

ダッコちゃんブームとともに60年代がスタート。高度経済成長が加速する
中で東京オリンピックが開催され、日本は世界中の目を集める華やかな
舞台となったのです。科学技術の発展とともに宇宙船の開発も目覚ましく、
アポロ11号が月面着陸を果たしました。

「チョコバー」
当時、米国ではチョコ菓子の主
流でありながら、日本では未開
拓だった「チョコバー」を他社に
先駆けて商品化。

1967

トリオを組んでチョコレート時代をリード
1957  「ミルクチョコレート
　　 デラックス」
1961  「ブラック」
1962  「ハイミルク」

チョコレートを薄型から厚型にし、黄色の明るい目新しいパッケー
ジで従来のチョコレートのイメージを打ち破った「ミルクチョコレー
トデラックス」。「ブラック」「ハイミルク」とともにトリオと呼ばれた。

工場を拡充し、増産・供給体制を整える
1960年代操業開始で現在も稼働し
ている工場は、神奈川工場のほか、
茨城工場（乳・1964・茨城 小美玉）、
西春別工場（乳・1968・北海道）。
そのほか 14カ所の工場が操業を開
始していた。

足柄工場（薬･1963･神奈川）神奈川工場（乳･1963･神奈川 茅ヶ崎）

菓子や乳業、薬品の
研究拠点などが次 に々完成
戦後、急速に消費市場が拡大する中、新製品を生み出す研究開発が
大きなテーマに。この時期に、本格的な研究所や研修所が完成した。

試作研究所（菓･1962･神奈川 川崎）中央研究所（薬･1961･神奈川 横浜)

東村山研修所（乳･1961･東京） 研究所（乳･1963･東京 東村山）

1960-69
カラフルで楽しい
「マーブルチョコレート」

七色の糖衣がけチョコレート。筒状のパッケージも斬新。マーブル
は、英語で「大理石」「おはじき」という意味。アトムシールで人気に
さらに火がついた。

1961

ナッツの食感が新しい
「アーモンドチョコレート」

それまでにないボール形の形
状、大きなアーモンド粒を丸ご
とチョコレートで 包んだボ
リューム感、スライドして開ける

「スリーブ箱」のパッケージな
どすべてが新しかった。

1962

瓶入り炭酸飲料
「明治スカット」

日本人好みの清涼飲料として
業界の注目を集めた。その後
種類を増やし、牛乳販売店の
宅配ルートによる家庭販売を
開始した。

1962

生きた乳酸菌とビタミンC
「明治活性パイゲンC」

ビタミンCを強化し、くだものの味と香
りをミックスした乳酸菌飲料。ふたの裏
に「ラッキーちゃん」のあたりマークが
出たら、その場でもう1本もらえた。

1965

簡単便利なホイップクリーム
「明治クレミーホイップ」

牛乳に混ぜてホイップするだ
けで家庭でも手軽にできるホ
イップクリーム。

1966

かわいいミニサイズ
「チョコベビー」 

小さくて食べやすい円筒形のチョコ
に人気集中。好きなだけ食べられる
ワンタッチオープン容器はにぎり心地
も大好評。

1965

高級路線を切り開く第一弾
「ストロベリークリーム」

板チョコの中に本物の
イチゴが入ったクリー
ムを封じ込め、新鮮な
イチゴの香りとさらっと
した甘さをそのまま生
かしたユニークな商品。

1967

離乳食市場に参入
「明治ベビーかゆ」
「明治育児用果汁」

お湯を加えるだけで簡単にでき
る離乳食の原点「明治ベビーか
ゆ」などを発売。

1968

チルドで流通
明治のクリーム

「明治コーヒークリーム」「明治フレッシュ
クリーム」「明治ケーキホイップ」など、種
類や容量のラインアップも充実。

1968
宇宙船の形がモチーフ
「アポロ」

1969年に人類初の月面着陸に成功した「アポ
ロ11号」。地球に帰還したその司令船をかた
どったチョコレート菓子。

1969

それにつけてもおやつは
「カール」♪

お菓子に、ソフトさや軽さが求められるように
なる中で開発された“スナック菓子”。
まさに、軽くカールした形と、
それまでなかった軽い食感が
名前の由来。

1968
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背景イメージ：[左]大阪万博の象徴「太陽の塔」、[右]明治フローズンデザート株式会社。1978年6月設立時の様子

酸っぱいがコクのある、こ
れまで日本になかった無糖
のヨーグルト。1970年の
大阪万博で、明治の担当者
は本場ブルガリアのヨーグ
ルトを発見した。この出会
いが、「明治ブルガリアヨー
グルト」の開発につながっ
た。発売当初の容器は、牛
乳に使用されているゲーブ
ルパックを採用した。

日本初のプレーンヨーグルト誕生
1971  「明治プレーンヨーグルト」
1973  「明治ブルガリアヨーグルト」

新しい工場が次々新設された1970年代

スコットランド伝統のバター味を取り入れた
新タイプのキャンデーとして大ヒット。杉浦
俊作氏によるファッショナブルなパッケージ
デザインも話題に。

あなたにも「チェルシー」あげたい
「チェルシー」

1971  バタースカッチ
1971  ヨーグルトスカッチ
1975  コーヒースカッチ

板チョコが主流の時代に、チョコレートとス
ナック菓子を組み合わせた“チョコスナック”
という新領域を開拓したヒット作。1979年に
は「たけのこの里」が発売され、日本に本格的
なチョコスナックの時代を作り上げていく。

かわいいチョコスナックで新ジャンルを開拓
1975  「きのこの山」
1979  「たけのこの里」

きのこの山

たけのこの里

明治製菓ビル
1976年に明治製菓は創業60
周年を迎えた。当時、中央区
京橋2丁目には写真の明治製
菓ビル、同別館、その北側に
京橋2丁目6番地ビルがあり、
本社社員が執務していた。ま
た、西側には三菱レイヨンビ
ルがあった。

開発から生産、販売ま
での一貫した体制を確
立すべく、明治商事は
明治製菓と合併。乳製
品部門は明治乳業へ引
き継がれた。

明治製菓と明治商事が合併
1972

板チョコを買うと、ゴリラのぬいぐ
るみが当たる。板チョコのキャン
ペーン「ゴリラプレゼントセール」
は、名コピーが受けて大ブレイク。
応募総数は350万口に及んだ。

「おれ、ゴリラ。
社長の代理」の
名文句が話題を
呼んで大ブレイク！

1972

当時のインフルエンザワクチンの有効性や安全性の改善を目的に開発。
特に高リスクの高齢者、小児の感染・重症化の予防に現在でも貢献して
いる。

「季節性インフルエンザワクチン」
1972 発売後2年で医薬品部門の売り上げの

20％を占める中核製品に成長し、海外へ
も展開した。

抗生物質
「ジベカシン硫酸塩」

1975

たっぷりチーズがとろける熱々のピザ
を、家庭でも手軽に。オーブントース
ターの普及を見越して発売した冷凍
ピザは、そのおいしさが愛されてロン
グセラーに成長。

明治の冷食第1号
「ピッツァ＆ピッツァ」

1976

チョコの中身には、栽培技術協
力を実施していたアフリカのケニ
アナッツ社で収穫されたマカダ
ミアナッツを使用。

ケニアの企業へ技術協力！
「マカダミアナッツチョコレート」

1976

紙パックによるワンウェイ化を実現。ファッショナ
ブルで衛生的なハンディタイプのブリックパック
飲料。品揃えも豊富。

おいしさの新しいかたち
「明治ブリックパック」

1977

1979年に九州地区限定で発売さ
れたが、爆発的な人気で翌年には
全国展開された。九州で人気のコ
メディアンのばってん荒川氏を起用
したテレビCMも話題に。

九州地区限定から全国へ！
「明治うまか棒」

1979

香ばしいクラッカーにとろける
チョコレートクリームを好きなだ
けつけて食べるという新しい趣
向のお菓子。海外でも人気に。

つけて食べるが新しい
「ヤンヤン」

1979

写真のほかに、1970年代操業開
始で現在も稼働している工場は、
稚内工場（乳・1970・北海道）、
埼玉工場（乳・1970・埼玉 春日部）、
京都工場（乳・1971・京都 京田辺）、
本別工場（乳・1972・北海道）。

岐阜工場（薬･1971･岐阜 北方町） 群馬工場（乳･1978･群馬 伊勢崎） 関東工場
（現 坂戸工場:菓･1979･埼玉）

「人類の進歩と調和」をスローガンに大阪万博が開催され、日中友好のシン
ボルであるパンダが来日、上野動物園に長い行列ができました。一方、
オイルショックで大きな混乱とともに街の灯が消え、省エネが日本列島に
浸透。ベトナム戦争の終結によってアジアは新たな時代を開いていきます。

1970-79
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背景イメージ：[左]明治トラベルの旅行用パンフレット、[右]明治ジュエリーでの宝石販売の様子

「明治ブルガリアヨーグルト」は、1981
年にフルオープンタイプの新容器を採
用。1984年 に は、機 能 面 に 優 れ た
LB51乳酸菌を加えてリニューアルし、
No.1ブランドへ成長。またソフトタイプ
やドリンクタイプなど、豊富なラインアッ
プを展開した。

「明治ブルガリアヨーグルト」のラインアップ拡大
1980  「明治ブルガリアフルーツヨーグルト」 （ソフトタイプ）
1981  「明治ブルガリアヨーグルト」 （フルオープンタイプ）
1982  「明治ブルガリアドリンクヨーグルト」 （3本パック）

研究開発体制の強化
急速に発展を遂げるバイオテクノロジーの実用化研究を進めるべく、ヘルスサイエンス
研究所が発足。その後、同敷地内に細胞工学センターを新設した。また、川崎工場内
の食料開発研究所と生物科学研究所は、関東工場（現坂戸工場：菓・1979・埼玉）
に新たに建設された研究棟に移った。

生物科学研究所、食料開発研究所
（菓･1989･埼玉 坂戸）

ヘルスサイエンス研究所（乳･1984･神奈川 小田原）

グミを日本に根づかせた立役者
1980  「コーラアップ」
1988  「果汁グミ」

日本初のグミキャンデー「コーラアップ」は、“グニグ
ニした噛み心地”で大人気。「果汁グミ」はその名前の
とおり、果汁そのもののジューシーな風味が受けた。

みなぎる活力、不屈の精神
「ザバス」ブランド誕生

これまでの健康食品にはな
かった、明るくたくましいイ
メージの製品をつくろうと
いう思いから生まれたのが、
スポ ーツ栄 養 食 品「 ザバ
ス」。アスリートのサポート
役として、なくてはならない
存在になった。

1980

血漿分画製剤
「完全分子型静注用
人免疫グロブリン製剤」
重症感染症、自己免疫性の神経疾患、川崎病など
に対して適応症を持つ免疫グロブリン製剤。

1980

医学・薬学・栄養学などの最新情報をわかり
やすく解説した情報番組。テレビ東京をキー局
に日曜の朝、22 年間にわたって放送された。

お茶の間に健康の最新情報を！
「医食同源」放送開始

1982

独特の作用で、耐性菌による感染症や
腸管感染症などに対して存在価値のあ
る抗生物質。

抗生物質
「ホスホマイシン
カルシウム水和物 」

1981

抗不安薬
「ロフラゼプ酸エチル」

フランス・サノフィ社から導入・開発した
抗不安薬。長時間続く薬効が大勢の患者
を助け、中枢神経系領域で大型薬に成長。

1989

遺伝子組換え技術を応用して開発された日本初の遺伝子組換え
B型肝炎ワクチン。2016年10月から定期接種化された。

「遺伝子組換えＢ型肝炎ワクチン」
1988

東京ディズニーランド®の
オフィシャルスポンサーとして、
開業当時より協賛

1983

低カロリーで、虫歯の原因にもなりにくく、
ビフィズス菌を増やすのにも役立つ。そん
なフラクトオリゴ糖をシロップにし、本格
発売。1993年には特定保健用食品として
の表示が許可された。

おなかの中の
ビフィズス菌をふやす！

「メイオリゴ」

1984

流動食事業に本格参入
「YH-80」

ヨーグルトとハチミツにビタミ
ンなどを加えた栄養食品の

「YH-80」によって、流動食事
業に本格的に進出。

1986

ルービックキューブ、ファミリーコンピュータが大ヒット。プラザ合意を機に円高
が進行し、日本の経済はバブルへと向かい海外旅行者も増えていきました。
そして平成が始まり、消費税（3％）が導入。世界に目を向けると、ベルリン
の壁が崩壊し、東西冷戦が終結しました。

1980-89

写真は1990年発売時のもの

「コーンソフト」ブランド開始
1983 

1本のとうもろこしからわずかな量しか取れない希少な
コーン油を使用。選りすぐりの素材でおいしさを追求。
1990年に明治の「コーンソフト」ブランドとして発売した。

©テレビ東京
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背景イメージ：[左]三鷹宅配センター、[右]くすり相談室

自社開発の抗生物質
「セフジトレンピボキシル」

1994

幅広い感染症の標準治療薬として登場。
日本だけでなく、スペインやトルコなど、
世界26カ国で販売。

抗生物質 
「アルベカシン硫酸塩」

1990

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）感
染症治療薬として国内で初めて承認された
抗生物質。

レトロな銀座の洋食の味を再現
「銀座カリー」

1994

新たな菌株LB81乳酸菌を採用し
機能面がさらに進化

「明治ブルガリア
ヨーグルトLB81」

1993

菌株を整腸作用に優れたLB81乳酸菌へ変
更。1996年、プレーンヨーグルトで初めて特
定保健用食品としての表示が許可された。

製菓と乳業が協力し
コラボ商品続々登場！
1994  「きのこの山アイス」
1995  「ブルガリアヨーグルト
　　ソフトキャンデー 」

主力ブランドによるコラボで、
アイスやキャンデーを発売。

日本初の低たんぱく組成流動食
「リーナレン」

1993

特定のニーズに合わせて、たんぱく質やミネ
ラル配合量を調整した高機能流動食。

冬にしか出会えない
なめらか口どけチョコ

「メルティーキッス」 

1992

それまでのチョコレートにはなかった“雪の
ような口どけ”を実現。冬期限定発売という
当時では珍しい販売方法やCM により、ヒッ
ト商品に。1993年に全国発売。

トータルミルクプロテインを含み、幅広い栄養
組成や風味、容器のバリエーションでさまざま
なシーンに対応できる流動食。

“おいしさ、栄養、使いやすさ”を
追求した流動食

「メイバランス」

1995

バブル経済の崩壊を皮切りに阪神・淡路大震災、大手企業の破たんなど、
「失われた10年」とも呼ばれた時代。インターネット時代の幕開けを象徴する
Windows95や、たまごっち、ポケベル、そしてテレビやラジオなどのマス
メディアも活気があり、ユニークな10年でもありました。

1990-99

血漿分画製剤
「生体組織接着剤」

1991

外科手術時に出血部位の止血や組織の接着・
閉鎖を目的に使用される生体組織接着剤。

薄切り牛肉と炒め玉ねぎのソースで
古き良き洋食の味を再現。

運動による脂肪の代謝に着目。2022年に特定
保健用食品にリニューアル。

スズメバチの研究から生まれた
「ＶＡＡＭ」ブランド誕生

1995

1992年に誕生した明治北海道十勝ブランドは、日本人の味覚に
合ったチーズを目指して開発。

北海道の新鮮な生乳を使い、
日本人の味覚にあった乳製品

「明治北海道十勝」ブランド誕生

明治北海道十勝
スライスチーズ

明治北海道十勝
カマンベールチーズ

1992
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背景イメージ：[左]行動指針のポスター、[右]守谷研修所

1箱にカカオポリフェノールを1,000㎎含み
ながら、おいしさとほどよいビター感を両立
させたチョコレート。特徴をストレートに表
現したネーミングも支持された。

カカオが持つ健康機能に注目した
「チョコレート効果」

1998

ポリキャップとシュリンクフードを採用し、
従来よりも安全・衛生面が向上。高さも低く
し冷蔵庫への収納も簡単に。

新しい宅配壜を採用し
安全・衛生面が向上

1998

サクサクに焼き上げたスポンジケーキに、特
殊な製法でチョコレートをじっくりしみこま
せた不思議な食感のお菓子。

焼き菓子にチョコが染み込んだ
新食感

「ガルボ」

1996

“大人、シンプル、高級、新鮮”をコンセプトに、
スティック状のビスケットにホイップしたチョ
コレートをコーティングしたスティックチョ
コ。人気バンドGLAYを起用したCMやキャ
ンペーンも実施し、大ヒット商品となった。

パリ国際食品見本市で金賞受賞！
「フラン」

1999

食品添加物「キシリトール」の認可を契機に、
ガム市場へ本格参入。スリーブ構造の箱タイ
プのパッケージも受け入れられた。

きれいな息と歯のために
キシリトール＋リフレッシュで

「キシリッシュ」

1997

うつ病と不安障害に有効な医薬品で、日本
初の選択的セロトニン再取り込み阻害薬

（SSRI）として発売。

抗うつ薬
「フルボキサミン
マレイン酸塩」

1999

チューブタイプだから冷蔵庫でスペースを
取らない。コレステロールも普通のバター
の3分の1。

新発想！片手で絞れる
「明治チューブでバター1/3」

1996

物流システムの改善や省力化など、徹底したコスト削減を実現

関東マザーセンター（菓･1993･埼玉 坂戸） 守谷工場（乳･1998･茨城）

写真のほかに、1990年
代操業開始で現在も稼
働している工場は、佐
久工場（現 長野チーズ
工場：乳・1992・長野）

合言葉は“100円でいつでもこの味を”
「明治 エッセル スーパーカップ 超バニラ」

1994

乳脂肪の代わりに植物性脂肪と卵黄脂肪を
用いることで、100円でプレミアム級のおい 
しさと200mlのボリュームを実現。
名前の由来は「Excellent」と「Essential」。

安定供給、品質、情報提供の３つの約束を
遵守し、医療関係者が安心して使用できる
ジェネリック医薬品を提供。

関節機能改善剤
「精製ヒアルロン酸」

1995

1990-1999
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廣州明治制果有限公司
1993年6月に、広東省広州市経済技術開発区内に合弁会社の廣

州明治制果有限公司を設立した（2016年独資化）。中国での現地
販売を目的とした進出は、日本の菓子企業としては初めての試み
だった。その後、「ヤンヤン」「グミチョコ」の生産販売を行った。

メイジセイカ・シンガポール
海外に生産拠点を移し、低コストの原材料と豊富な労働力を活

用する足掛かりとして、1974年1月にはシンガポールのヒルマンビ
スケット社に資本参加した。同年3月には、社名をメイジセイカ・シ
ンガポール社と改め、東南アジアの菓子生産拠点とした。

1982年3月、シンガポールの合弁会社メイジセイカ・シンガポー
ル社を全額出資会社とし、東南アジア・中近東の生産・輸出拠点
に位置付けて技術水準の向上に取り組んだ。気温の高い地域にも
対応できるチョコレート製品の投入は従来からの課題であったが、
明治製菓が日本市場で販売していた、スティックタイプのクラッカー
にチョコレートをディップするチョコスナック「ヤンヤン」の製造・販
売をシンガポールで開始した。暑い中でもおいしいチョコレートが
味わえ、チョコレートをつけて食べるのが楽しいと、東南アジア・
中近東の子どもたちの大きな支持を得た。

テデック・メイジ・ファルマ
1991年2月、スペインの会社の株式の60％をメイジセイカ・ヨー

ロッパ社（1990年12月設立）を通じて取得し、欧州への本格的進出
の拠点とした。2017年に100%子会社化し、2019年に社名をメイ
ジ・ファルマ・スペイン社に変更した。現在は、スペイン国内向け
製造販売、輸出を行っている。

メイジセイカ・シンガポール社
で生産された「ヤンヤン」と「ハ
ローパンダ」のパンフレット

設立年 対象法人名 形態 内容 現状（終了年）

1973 明治マクビティ（日本） 合弁 日本にユナイテッドビスケット社（英国）との合弁で設立
マクビティダイジェスティブビスケットを製造・販売 1998

1974 メイジセイカ・シンガポール 子会社
1974年に資本参加したヒルマンビスケット社より改称。1982
年全額出資会社とし、東南アジア、中近東向けの生産・輸出
拠点とする。1988年、名古屋工場の「カルミン」、関東工場の

「ヤンヤン」の生産を移管
現存

1981 メイジ・コンフェクショナリー（タイ） 合弁 タイの会社との合弁で設立
菓子を製造・販売 1997

1984 UBメイジヨーロッパ（英国） 合弁 ユナイテッドビスケット社（英国）との折半出資で設立 1995

1984 コロンビーナ・メイジ（コロンビア） 合弁
「カール」の製造技術を供与。「スナッキー・メイジ」の商品名
でテスト販売後、1984年12月、コロンビアの会社との合弁で
設立し、本格生産・販売開始

1998

1985 スタウファー・メイジ（米国） 合弁
スタウファー・ビスケット社（米国）との合弁で設立。1986年 
5月工場完成、｢スリムスティックス｣｢スキニーディッパーズ｣ 
｢ディズニークッキー｣の商品名で生産開始

1992

1986 台湾明治股份有限公司 合弁 台湾の会社との合弁で設立。「チェルシー」を製造販売 2000

1988 メコーインク（米国） 合弁 米国の会社との合弁で設立。
フラクトオリゴ糖の米国での製造販売 2017

1989 華明医薬有限公司（中国） 合弁
中国の会社との合弁で設立
1993年に社名を汕頭経済特区明治医薬有限公司に変更
抗生物質等を製造販売

2023

1989 ベガンメイジインダストリーズ（フランス） 合弁 フランスの会社との合弁で設立。
フラクトオリゴ糖の欧州での製造販売 現存

1990 スタウファー・ビスケット（米国） 子会社 創業家から株式の51%を譲り受け 現存

◆海外企業との主な取り組み（1970〜1999年）

海外展開の軌跡 1

タイ・メイジ・ファーマシューティカル
1979年11月にタイに設立したタイ・メイジ・ファーマシューティ

カル社では、原末から製剤までの生産体制を整え、1981年1月から
「カナマイシン硫酸塩」の生産を開始した。現在は、タイ国内向けに

製造販売を行うとともに、日本品質基準を満たすジェネリック医薬
品を日本向けに輸出している。

P.T.メイジ・インドネシア・ 
ファーマシューティカル・インダストリーズ

1974年5月、抗生物質製造のためインドネシアに、P.T.メイジ・イ
ンドネシア・ファーマシューティカル・インダストリーズ社を設立した。
現在は、インドネシア国内向けに製造販売を行うとともに、日本品質
基準を満たすジェネリック医薬品を日本向けに輸出している。

CP メイジ
1989年にタイ有数の農畜産加工企業集団、CPグループ（チャロ

ン・ポカパングループ）と合弁会社CPメイジ社を設立した。翌1990
年、バンコク北方のサラブリ県に市乳工場を建設し、「CP-MEIJI」
などの商標を付けた飲用牛乳やヨーグルトなどを製造販売した。明
治乳業の技術による製造ラインと品質管理体制により、通常のチル
ド牛乳に加え、タイ固有のハーブを用いたフレーバー牛乳、LL牛
乳、ドリンクヨーグルト、ソフトヨーグルトなどを製造し、タイ市場
に浸透していった。

スタウファー・ビスケット
1985年、米国のビスケット・クラッカーメーカーのスタウファー・

ビスケット社（1871年創立）との合弁で現地生産会社スタウファー・
メイジ社を設立し、1986年8月、「ヤンヤン」の米国版「スキニー
ディッパーズ」の生産を開始した。スタウファー・ビスケット社は、
1990年に明治製菓の出資によって子会社となり、合弁会社のスタ
ウファー・メイジ社は1992年に解散した。

1970-99
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背景イメージ：[左]微生物資源研究所、[右]プリン・ゼリーのカードテンション測定

明治東陽町ビル
2001年9月に竣 工。東 京 都 江
東区新砂に建てられた明治乳業
初の本社ビル。もともと物流拠
点用の土地として取得したもの
だったが、賃貸契約の京橋第一
ビルが手狭になっていたため、
物流センターに加えて本社ビル
が建設された。建物は地上14階
地下2階、外装には白タイルと
大面積のガラスを採用し、食品
会社としての「清潔感」と「気品」
を打ち出した。

LG21乳酸菌

宅配専用

乳酸菌の新しい可能性！
「明治プロビオヨーグルトLG21」

2000  食べるタイプ／宅配専用食べるタイプ
2002  ドリンクタイプ／宅配専用ドリンクタイプ

明治が保有する2,500種類以上（当時）
の乳酸菌ライブラリーの中から発見さ
れたLG21乳酸菌を採用、新たな健康
価値を創造した。2022年に「一時的な
胃の負担をやわらげる」で機能性表示
食品としてリニューアル。

十勝工場（乳･2008･北海道） 群馬栄養食工場
（栄養･2008･群馬 伊勢崎）

チーズや流動食の
新たな生産拠点が操業
写真のほかに、2000 年代操業開始で現在も稼働している工場は、
九州工場（乳・2002・福岡 八女）、関西工場（乳・2005・大阪 
貝塚）、群馬医薬・栄養剤工場（現群馬工場・群馬栄養食工場：乳・
2010・群馬 伊勢崎）。

ベストセラー『ハリーポッターと賢者の石』が映画でも大ヒット。また、アジア初
のサッカーワールドカップが日韓共同で開催され、熱戦が繰り広げられました。
日本では「自然の叡智」をテーマに愛・地球博が開催された一方で、米金融
機関に端を発するリーマンショックで世界の経済が一気に冷え込みました。

2000-09

スポーツやアウトドアのお供に。アミノ酸
を配合した飲みやすいゼリードリンク。
2001年よりザバスブランドを外し販売。

“即攻元気”がテーマ
｢ザバス パーフェクトプラス 
アミノリフレッシュゼリー｣

2000

「先天性プロテインC欠乏症治療薬」
血漿から精製した血漿分画プロテインCを活性化させた製剤。
オーファンドラッグに指定されている。

2001

「国産初の鶏用7種混合オイルワクチン」
採卵鶏のさまざまな感染症を１回注射で予防するために開発された7種混合不活化
オイルアジュバントワクチン。

2001

スプーン1杯の｢飲むコラーゲン｣
「アミノコラーゲン」

コラーゲンは塗るものという常識を覆し、飲
むというスタイルが、美容や健康に関心の高
い女性から支持された。

2002

マーブルタイプの小粒チョコとテディベアがセットに
なった商品。それぞれ誕生日と名前付き。

社会現象にもなった！
「365日の
バースデーテディ」

2000

牛乳市場No.１ブランド
「明治おいしい牛乳」

牛乳の中の溶存酸素を低減した状態で加熱
殺菌を行う「ナチュラルテイスト製法」で新
鮮な生乳のようなおいしさを実現。

2002

幅広い抗菌スペクトルを持つ注射
用カルバペネム系抗生物質。

抗生物質
「ビアペネム」

2002

飲み物やスープにとろみを付けられる
粉末状のとろみ調整食品。飲み込み
の難しい方にも食事の喜びを味わっ
てもらうために開発された。

飲み込みやすさに配慮した
とろみ調整食品

「トロメイク」

2003

吸収速度の緩やかな糖質パラチノースを
採用。日本人の栄養バランスに配慮した
本格的な高機能流動食。

糖質の吸収速度に
配慮した高機能流動食

「インスロー」

2003

ワンコイン（100円）で買える超Bigサイズ
のプリン。コンビニエンスストアを中心に導
入が広がり、大ヒット商品に。

ボリュームたっぷり
「明治プリン超Big」

2003
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背景イメージ：[左]CSRシンボルマーク、[右]食育の出前ミニ講座の様子

明治京橋ビル
2004年11月に竣工。築後約70年を経て老朽化し、安全性や機能面
で限界に達していた明治製菓の旧本社ビルが建て替えられた。耐震性
に優れた構造と高度なインテリジェント機能をあわせ持つ先進の設計
を採用。同年12月、1階にはチョコレートの新しい食べ方や楽しみ方
を提案する場として、直営の「100% ChocolateCafe.」を開設した。

高カカオブームをけん引！
2005  「チョコレート効果カカオ72％」BOX
2006  「チョコレート効果カカオ86％」BOX
2006  「チョコレート効果板カカオ99％」

書籍『チョコレート・ダイエット』（楠田枝里子著）などをきっかけに、
高カカオチョコレートに消費者の関心が高まる中、カカオ分を「％」
表示したパッケージデザインに変更し、BOXタイプや板タイプを発
売。板タイプではカカオ99％も発売され注目を集めた。

チーズ館（十勝工場内・2008）みるく館（守谷工場内・1998）

ヨーグルト館（関西工場内・2006）

おいしさのヒミツや安全・安心への
こだわりなど、製造工程を見て学べ
る工場見学施設がオープン。2015
年、明治なるほどファクトリーに名
称変更した。現在では、菓子工場を
含む全７工場で展開している。

お客さまと明治を結ぶPR館

世界初！ キューブタイプの粉ミルク
「明治ほほえみ 
らくらくキューブ」
粉ミルクをキューブタイプに成型した
世界初の製品で、従来の顆粒タイプ
と同じ栄養機能でありながら、計量
時の失敗や手間を解消した画期的な
乳児用調製粉乳。

2007

高血圧症治療薬
「アムロジピンベシル酸塩」

有効性や安全性に関わる基礎的試験や、市販後の調査
も実施した。明治の屋号を初めて付けたジェネリック医
薬品でもある。

2008

抗生物質
「アンピシリンナトリウム・
スルバクタムナトリウム」
感染症治療や手術など高度な医療技術の根幹を
支える薬として、2022年には経済安全保障推進
法に基づく特定重要物資に指定された。

2006

業務用クリーム
「明治フレッシュクリーム
あじわい」
あじわいこだわり製法（特許取得）により、従来
のクリームにない豊かなミルク風味とすっきりと
した後味を実現した業務用クリーム。

2008

うまみ、たっぷり
「明治北海道十勝スマートチーズ」

独自技術である「うまみ乳酸菌
熟成」により、濃厚なうまみとほ
ろほろ食感が楽しめるチーズ。

2008

抗生物質
「テビペネムピボキシル」

世界初の経口用カルバペネム系抗生物質。従来の
抗生物質に耐性を持つ細菌に対して効力を持つ。

2009

新生 「明治グループ」
として新たな一歩を
2009年4月、明治製菓と明治乳業が経営統
合し、共同持株会社の明治ホールディング
ス株式会社を設立。ブランドマークも一新さ
れた。

2009

新たな健康価値に着目し、
ヨーグルトブームをけん引した

「明治ヨーグルトR-1」
新しい可能性を秘めたEPS（多糖体）を産
生するR ｰ 1乳酸菌を使用。2011年にテレ
ビで紹介されたことがきっかけとなって、一
時的に品薄になるほどの人気を博した。

2009

抗うつ薬
「ミルタザピン」

新規の作用機序NaSSAにより、うつ病に伴
うさまざまな症状を改善。うつ病治療に新た
な選択肢が加わった。

2009

2000-2009
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背景イメージ：[左]グループ理念や行動指針をまとめた事例集「Our meiji way」、[右]サロン・デュ・ショコラパリ2016の明治ブース

2011年3月に発生した東日本大震災では、地震・津波・原発事故により未
曽有の被害が発生しました。そうした中、同年7月のFIFA女子ワールドカップ
での”なでしこジャパン”の優勝は人々に大きな勇気を与え、また2013年に
2020年オリンピック・パラリンピックの東京開催が決定し、国内各地で準備
が進められていきました。そして2019年5月、令和を迎えることになりました。

2010-19
明治グループ
新経営体制に移行
事業再編により、株式会社 明治とMeiji 
Seika ファルマ株式会社が発足。

2011

プロビオシリーズ第3弾！“プリン体”と戦う乳酸菌
「明治プロビオヨーグルト PA-3」

明治が保有する数千種類の乳酸菌ライブラリーの中
から、プリン体への可能性に着目して選び抜いた
PA-3 乳酸菌を配合。プリン体が気になる人に、ヨー
グルトの新たな健康価値を提案した。

2015

カラダに大切な栄養素がまとめて摂れる
「明治メイバランスMiniカップ」

1本125mlの少量で200kcalのエネル
ギーと6大栄養素（たんぱく質・脂質・
糖質・食物繊維・ビタミン・ミネラル）
がまとめて摂れる栄養補助食品。
カップは誰にでも持ちやすく、飲みやす
いユニバーサルデザイン。

2014

速攻吸収製法採用！
「（ザバス）ミルク 
グレープフルーツ風味」
独自の速攻吸収製法を活用し、たんぱく質の吸
収が速く、ミルクなのにすっきりとしたフルー
ティーな風味の「ザバスミルク」を発売した。

2015

1日分のカルシウムと鉄分
「明治ミルクで元気」

1日に必要なカルシウムと鉄分が入った宅
配専用低脂肪タイプミルク。宅配壜商品
売上高No.1商品に。

2010

業界初、脂肪分70％オフ
「明治ヘルシーソフト オフスタイル」

脂肪分を70%カットしながらク
リーミーなおいしさを実現。レタ
ス１個分の食物繊維が含まれて
いるヘルシー志向のスプレッド。

2011

ブランドの商品力強化
「VAAM」

水なしで飲める「ヴァーム」「スーパーヴァーム」
顆粒タイプを発売。いつでも、どこでも手軽に飲
用できる商品の発売により、さらなるユーザー拡
大を図った。

2012

統合失調症治療薬
「アセナピンマレイン酸塩」

「統合失調症」を適応とした抗精神病薬「アセナピンマレ
イン酸塩 舌下錠」を発売した。口の中で速やかに崩壊し、
素早く効果が現れる。

2016

部門統合で新たな価値を創造
「グリーンカカオ」
「チョコレートクリエイト 味わい＜ホワイト＞」

販売チャネルが重なる明治乳業の
業務商品部門と明治製菓のフード
クリエイト部門を統合。乳とカカオ
を融合させたメニューを提案。
フルーティーな酸味と力強いカカ
オ感が特長のチョコレート「グリー
ンカカオ」や、生クリームの”フレッ
シュ感”にこだわった冷蔵流通の
チョコレート「チョコレートクリエ
イト 味わい＜ホワイト＞」を発売
し、個人洋菓子店などを開拓した。

2013

新容器(ウルトラエッジ)を採用
「明治おいしい牛乳」

利便性とおいしさを向上させる、牛乳に最適な新容器を採用。開
けやすく注ぎやすい広口キャップ。遮光性に優れ、新鮮な生乳の
おいしさが長持ちし、無駄なくおいしく飲める900mlとした。

2016

スペシャリティ・チョコレートの市場創造
「明治 ザ・チョコレート」

チョコレート感度の高い大人が増え、カカオ豆、製造工程にこ
だわったBean to Barをコンセプトに誕生。店頭では専用什器
など専門店のような演出で商品の世界観を訴求した。
2016年にはスペシャリティ・チョコレート市場を創出するビジョ
ンの下、クラフト感のあるパッケージデザインにリニューアル。
国際コンクールのiTQi、ICAでの受賞、サロン・デュ・ショコ
ラパリ2016への出展など品質の高さを国内外に示した。
※画像は2016年品

2014

動物薬
2010  「マルボフロキサシン」 
2014  「アルファキサロン」

動物薬事業の重点領域、畜水産分野は2010年に動物専用注射用
フルオロキノロン系抗菌剤「マルボフロキサシン」を発売、2015年
には牛用抗菌注射剤の売り上げ第1位を獲得した。コンパニオンア
ニマル分野では2014年、犬猫用麻酔注射剤「アルファキサロン」を
発売し、2016年に犬猫用麻酔注射剤の売り上げ第1位を獲得した。

感染症治療や手術など高度な医療技術の根幹を
支える薬として、2022年には経済安全保障推進
法に基づく特定重要物資に指定された。

抗生物質 
「タゾバクタム・ピペラシリン水和物」

2015

写真は2016年発売時のもの
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背景イメージ：[左]「LG21」「R-1」「PA-3」の3ブランド合わせた売り場展開例、[右]渋谷駅地下通路の100周年ポスター

抗アレルギー薬 新製品の販売
「ビラスチン」

大鵬薬品工業が国内開発した新規経口アレルギー性疾患治療
薬「ビラスチン錠」について共同販売契約を締結し発売。2026
年６月に共同販売契約を終了した。

2016

究極のおつまみチーズ
「明治北海道十勝
カマンベールチーズ燻製」
カマンベール、スモークチーズ市場拡大の中、まろや
か燻煙製法（2023年特許取得）によるやさしい燻製
香とクリーミーな味わいの両立を実現。家飲みのおつ
まみなど大人の贅沢のために。

2019

哺乳瓶に注ぐだけの液体タイプ
「明治ほほえみ らくらくミルク」

お湯を沸かして粉ミルクを溶かすといった調乳作業が不要。哺
乳瓶に移し替えるだけで、すぐに授乳できる乳児用液体ミルク。
災害時も安心。

2019

KMバイオロジクス
事業開始
KMバイオロジクスは一般社団法人化学及血清療法
研究所の事業を継承し、明治ホールディングス株式会
社の連結子会社となった。ヒト用および動物用ワクチ
ン、血漿分画製剤の研究開発・製造技術を基盤に事
業を開始。

2018

明治イノベーションセンターの設立
「明治グループ100周年記念事業」と位置付けて、神奈川県小田原市と
埼玉県鶴ヶ島市に分かれていた（株）明治の研究拠点を統合し、東京都
八王子市に新たな研究拠点を設立した。明治のイノベーションの中核に
なるというビジョンを受け、「明治イノベーションセンター」と命名された。

2017

多様なニーズに応える4工場が稼働

2010年代には、菓子と乳製品の製造技術を
組み合わせた関西アイスクリーム工場、主に
牛乳とヨーグルトを製造し、明治なるほど
ファクトリーを併設する愛知工場、流動食・
栄養食への需要に対応する関西栄養食工
場、そしてスポーツ栄養市場の急拡大に対
応する倉敷工場の4工場が稼働した。
イノベーション創出、見学施設の充実など多
様なニーズに応える体制を整えた。

関西アイスクリーム工場（乳・２０１１・大阪 貝塚） 愛知工場（乳・2014・愛知 稲沢）

関西栄養食工場（栄養・２０１４・大阪 貝塚） 倉敷工場（栄養・２０１９・岡山）

東京2020オリンピック・パラリンピック  
meijiの取り組み 2017-2021

子どもたちの成長サポートプロジェクト

2017年「POWER!ひとくちの力 meiji Tokyo 2020Fes」を
開始した。全国で11回にわたって行われ、小学生がトップア
スリートと競技体験や食
育プログラムで食の大切
さを学んだ。また、ショッ
ピングモールでも競技体
験と食育をセットにした流
通キャラバンを実施し、約
40,000人を動員した。

大会前の活動と商品展開

乳製品・菓子のカテゴリーにおいて、大会エン
ブレムやマスコットをあしらった商品や東京
2020公式ライセンス商品などを展開した。大会
１年前の各イベントでは、流通キャラバンと連動
して「meiji 2020 COOLING SPOT / 盛りすぎ
アイス屋さん」を出店した。

ホストタウンの取り組み

自治体のホストタウン活動を支援し、大会以降も継続した
ビジネス関係を構築するための活動に取り組んだ。ブルガ
リア共和国新体操チー
ムのホストタウンであ
る山形県村山市をはじ
め、４つの自治体と連
携協定を締結し、市民
の健康増進活動を実施
した。

選手村や競技会場に明治商品を提供

選手村ではアスリートに、43カ所ある競技会場では大会
関係者やボランティアに商品を提供した。特に菓子は非常
に好評で、多くの選手がSNSで発信し話題となった。

社員のボランティア活動とD＆Iの取り組み

大会では、100人以上の社員がボランティアとして活躍。
社員参加型プロジェクト「オリパラアンバサダー」には約
4,000人が登録した。さらにダイバーシティセミナーやパ
ラリンピアン講演会、ボッチャ大会等の取り組みを重ね、
社員のD＆Iへの意識が高まった。

大会時には、東京2020大会の競技観戦と食育プログ
ラムなどをセットにした2泊3日の招待ツアー「meiji 
ドリームキッズ for TOKYO 2020」を実施予定だった
が、無観客開催となったためツアーも中止となった。
参加予定だった親子にお土産として渡す予定だった
商品やユニフォームを送ったところ、心温まるお手紙
が多数届いた。

2013年、IOC（国際オリンピック委員会）総会で2020年夏季五輪の東京開催が
決定。2015年、（株）明治は東京2020ゴールドパートナー（乳製品・菓子）とな
り、2017年にオリンピック・パラリンピック推進部を発足した。2020年、新型コ
ロナウイルスが世界的に蔓延し、1年延期となって2021年に無観客開催された。

2010-2019
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広東明治医薬有限公司
汕頭経済特区明治医薬有限公司は2011年に販売会社の広東仲

景堂薬業を完全子会社化し、2012年に広東明治医薬有限公司に
社名変更。明治医薬(山東)有限公司と展開してきた医薬品の生産・
販売とともに、輸入・仕入れ販売が可能となった。

P.T.メイジフード・インドネシア
2001年にペトラ・フーズ社(現デルフィ社)との合弁でP.T.セレス・

メイジ・インドタマ社を設立。2017年、明治グループの100％子会
社となった。社名をP.T.メイジフード・インドネシアに変更し、「ハ
ローパンダ」「ラッキースティック」などのチョコスナック群を主力商
品に、インドネシア国内および東南アジア、中東など市場を広げて
いった。

メイジ・インディア
有望市場になることが見込まれるインド市場への事業展開を進め

るため、2011年、メイジ・インディア社をムンバイに設立。菓子事
業と健康食品事業の将来の本格事業展開の確認を行うことを目的
とし、関連社から「ハローパンダ」「ヤンヤン」の輸入・販売、「アミ
ノコラーゲン」の製造・販売を行った。2015年には「ヤンヤン」のイ
ンドでの製造のため現地メーカーに製造委託を決定し、2017年3
月に現地生産を開始した。2021年度、合弁を解消し、当社持分を
旧合弁パートナーに売却した。

メイジ・アメリカ
2007年、米国、スタウファー・ビスケット社に明治ブランド品販

売担当を置き、本格的な販売を開始した。2011年には米国市場に
おける明治ブランド品のマーケティング・販売を行うメイジ・アメリ
カ社を設立。その傘下に生産拠点としてスタウファー・ビスケット
社と、その子会社ラグーナ・クッキー社を置いた。スタウファー品や

「ハローパンダ」の製造、「チョコルームス」のリパック生産、その他
輸入品の販売等を行っている。

タイ・メイジ・フード
2006年、タイの大手スナック会社フレンドシップ社との合弁会社

タイ・ メイジ・フード社を設立し、タイで生産した「コパン」と「カール」
のマーケティング・販売を開始した。2016年に独資化、2018年に
は「コパン」・「カール」の生産を終了した。現在は、菓子や「アミノコ
ラーゲン」等の輸入販売の他、2022年に粉ミルクの「EZcube GU 
formula」、2025年に粉ミルク「EZcube IF」の発売を開始した。

明治乳業（蘇州）有限公司
2011年、明治乳業(蘇州)有限公司を設立した。LL牛乳主体の

中国にあって、拡大が見込め、技術力や商品開発力で強みを持つ
チルド牛乳市場に参入することを決め、2013年に新工場が竣工し
た。上海を中心とする華東地区で、業務用牛乳、業務用クリーム
の生産・販売を開始し、市販用では「明治醇壹鮮牛乳」(200ml・
450ml・ 950ml)「明治ブルガリアヨーグルト」(100g・ 400g)の 
販売を開始した。2014年 には中容量の「明治ブルガリアヨーグル
ト」(180g)と 4連のソフトタイプの生産・販売をスタート。華東エ
リアに続き、北は北京、南は広州、内陸部は成都、武漢などに販
売エリアを拡大した。2015年には、「明治醇壹低脂肪」「明治伏漾
乳酸菌飲料」の生産・販売も開始した。

明治医薬（山東）有限公司
2003年、中国山東省の山東魯抗医薬社などと、医薬品の製造・

販売を目的とした合弁会社、明治魯抗医薬有限公司(2011年に明
治医薬(山東)有限公司に社名変更)を設立した。独自の発酵生産
技術を用いた製品をコストメリットの高い中国で生産し、価格競争
力の強い製品を世界市場に供給することを狙いとした。工場は
2005年に稼働し、動物薬の硫酸コリスチン、人体薬ミデカマイシン
の原薬を生産・販売、2013年から人体薬バンコマイシン原薬も生
産・販売した。2022年には出資持分を全て譲渡した。

明治制果食品工業（上海）有限公司
2004年、中国事業の中核となる拠点として明治制果（上海）有限

公司を設立し、独自の販売ルートの開拓に着手した。2005年には 
本社と中国国内の各拠点が一体となって事業を展開すべく中国事業
推進室を設置。「アーモンドチョコレート」「メルティーキッス」の現
地でのリパックおよび販売を開始、早期の現地生産を模索した。

2005年には上海に明治制果食品工業(上海)有限公司を設立。
2006年に工場を建設し、現地生産を始めた。2008年、チョコレー
トとチューインガムの新ラインを導入して生産能力を倍増。主力の

「メルティーキッス」に中国独自の味を追加して幅広い層の購入意欲
に応えるギフト用商品を拡充するなど事業展開を図った。

2013年 には明治制果(上海)有限公司を解散、2015年に清算結
了し、販売機能を明治制果食品工業(上海)有限公司に移管した。

海外展開の軌跡 2

2000-19
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設立年 対象法人名 形態 内容 現状(終了年)

2001 広東明治医薬有限公司（中国） 子会社 医療用医薬品の生産・販売、輸入・仕入れ販売 現存

2001 P.T.メイジフード・インドネシア 子会社

「ハローパンダ」「ラッキースティック」などのチョコスナック群を
主力商品に菓子の製造・販売。2001年にシンガポールの会社
との合弁でP.T.セレス・メイジ・インドタマ社を設立。2017年
に100％子会社化し、社名をP.T.メイジフード・インドネシアに
改称

現存

2003 明治医薬（山東）有限公司（中国） 子会社
動物薬の硫酸コリスチン、人体薬ミデカマイシンの原薬を生産・
販売。2003年、山東魯抗医薬社などと合弁会社である明治魯
抗医薬有限公司を設立。2011年、子会社化し改称

2022

2005 明治制果食品工業(上海)有限公司（中国） 子会社 菓子の製造・販売。「メルティーキッス」に中国独自の味を追加 現存

2006 タイ・メイジ・フード 子会社 「コパン」「カール」など菓子や「アミノコラーゲン」「粉ミルク」等
の製造・販売 現存

2011 明治乳業（蘇州）有限公司（中国） 子会社 「明治醇壹低脂肪」「明治伏漾乳酸菌飲料」など牛乳・ヨーグル
ト等乳製品の製造・販売 現存

2011 メイジ・インディア 合弁 「ハローパンダ」「ヤンヤン」などの輸入・販売、「アミノコラーゲ
ン」の製造・販売 2021

2011 メイジ・アメリカ 子会社 菓子の製造・販売。傘下に生産拠点としてスタウファー・ビス
ケット社と、その子会社ラグーナ・クッキー社を置いた 現存

2012 明治雪糕(広州)有限公司（中国） 子会社 「練乳あずき」「栗あずき」「アーモンドチョコレートアイスクリーム
バー」などアイスクリームの製造・販売 現存

2013 DMバイオ（韓国） 合弁 バイオ医薬品原薬および製剤の製造ならびに受託製造 2021

2015 メドライク（インド） 子会社 医薬品製剤のCMO・CDMO、日本向けジェネリック医薬品の
製造 現存

2017 台湾明治食品股份有限公司 子会社 乳幼児向け粉ミルク、菓子、栄養食品の輸入、販売 現存

2019 明治（中国）投資有限公司（略称：明治チャイナ） 子会社 各事業商品（乳製品、菓子、アイス、栄養食品）の販売、中国
事業会社の経営管理、資金管理、ガバナンス機能強化など 現存

2019 明治乳業（天津）有限公司（中国） 子会社 中国5カ所目の生産拠点。牛乳、ヨーグルトなどの製造 現存

◆海外における主な取り組み(2000～2019年)

明治（中国）投資有限公司（明治チャイナ）
2019年、中国事業拡大に向けてマネジメント基盤の強化のため、

明治（中国）投資有限公司（略称：明治チャイナ）を上海に設立した。
中国事業全体での最適戦略を立案し意思決定の迅速化を図って
いった。明治ブランドの価値向上、シナジーの最大化を図り、中国
における経営基盤強化を目指した。菓子、フローズン、市乳、業務
用商品など各事業商品の販売、中国事業会社の経営管理を行って
いる。2025年には「明治おいしい牛乳」の販売を開始した。

明治乳業（天津）有限公司
2019年、中国における牛乳・ヨーグルト事業の拡大を目的に、

中国事業を統括する明治（中国）投資有限公司を通じ、牛乳、ヨー
グルトなどを生産・販売する明治乳業（天津）有限公司を天津経済
技術開発区に設立した。これに伴い、中華人民共和国天津市商務
局および天津経済技術開発区と「産業発展への貢献と相互協力体制
の構築に関する協定」を締結した。明治乳業（天津）有限公司は中国
5カ所目の生産拠点となる。中国北部エリアでの事業拡大を目指し、
2023年、生産を開始した。

メドライク
2015年、インドのメドライク社の株式を100%取得し、子会社化

した。日本国内で急速に拡大するジェネリック医薬品市場への製品
の供給に十分対応する生産能力の獲得、新興国の低価格薬剤需要
に対応し得るコスト競争力の強化を図るために必要な生産インフラ
の獲得、インド・アジア・アフリカ諸国での販売網拡大により海外
展開の拡大を目指した。

1976年に設立されたメドライク社は、インド国内に7カ所の生産
拠点を持ち、医薬品製剤のCMO（医薬品製造受託）・CDMO（医
薬品受託開発製造）およびジェネリック医薬品の製造・販売を英国、
香港、シンガポール、オーストラリアなど世界各地で展開。世界60
カ国以上で承認申請を行い、グローバルに品質が認められた約
200品目の製品を上市している。最大180億錠に上る製造能力と、
低コスト生産体制、70品目以上の豊富な開発パイプラインを有す。
南インド最大の製剤工場Unit7は、日本向け医薬品の製剤拠点とし
て2017年から製造を開始。PMDA*査察、GMP認証取得など日本
の品質管理基準を満たしている。

＊PMDA:厚生労働省所管の独立行政法人医薬品医療機器総合機構

台湾明治食品股份有限公司
2017年、台北市に台湾明治食品股份份有限公司を設立した。主に

日本からの乳幼児向け粉ミルクの輸入、販売を行う。2022年から
は粉ミルク、「メイバランス」の他、「ザバス」シリーズ、菓子、アイ
ス等の販売を開始した。2024年には「即攻元気ゼリー」等栄養食品
の販売を開始した。

明治雪
シュエガオ

糕(広州)有限公司
都市化の進展、個人所得の上昇などを背景に中国アイスクリーム

市場は成長を続け、消費者の良質で高級な商品に対する購買意欲
も旺盛となる中、2012年 、広東省広州市広州経済技術開発区に
(株)明治100%出資のアイスクリーム事業子会社、明治雪糕糕(広州)
有限公司を設立した。2014年に工場が竣工し、2015年に生産・
出荷を開始した。合弁会社の時代から20年以上にわたり中国で愛
されている「練乳あずき」「栗あずき」や新たに「アーモンドチョコレー
トアイスクリームバー」などを販売している。

DMバイオ
2013年、韓国、東亜ソシオホールディングス社との合弁会社、

DMバイオ社を仁川経済自由区域に設立した。2014年にはバイオ
医薬品の原薬から最終製品まで一貫生産および受託生産を可能と
する工場が仁川市松島地区に竣工し、乳がん治療薬トラスツズマブ
の後続品DMB-3111の 国内臨床第I相試験を実施し、高い同等性、
同質性を達成した。この成果を踏まえ、2017年にバイオ医薬品の
受託製造サービスを開始した。

また、DMB-3111についてハンガリーの製薬企業ゲデオン・リヒ
ター社と2016年に技術ライセンス契約を結び、共同開発をグロー
バルに展開する体制を整えた。

2021年、当社は保有株式を全て譲渡した。

2000-2019
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背景イメージ：[左]明治グループサステナビリティ2026ビジョン、[右]明治グループ長期環境ビジョン「Meiji Green Engagement for 2050」

新型コロナウイルス感染症が世界を覆いました。東京オリンピックは１年延
期で開催され、無観客の中でも選手たちの真摯なプレーは観る人の心を打
ちました。コロナ禍は生活スタイルやビジネスにさまざまな変化をもたらし、
また、AI（人工知能）の急速な進展に人々は戸惑いつつも、AIは確実に社会
に浸透。2025年には大阪での二回目の万博が開催され、新しい時代が
開かれていきます。

2020-26

日本初※、カカオフラバノールの働きで
「善玉コレステロールを増やす」機能
性表示食品として登場。同年、「血圧
が高めの方の血圧低下を助ける」機能
も加え、「チョコレート効果Wプラスカ
カオ72％」として発売。
※�消費者庁機能性表示食品の届出情

報検索にて「コレステロール」で検索
（2015年4月～ 2022年11月）

コレステロールや血圧が気になる方に向けた
機能性表示食品

「チョコレート効果Wプラスカカオ72％」

2023

明治グループのスローガンを「健康にアイデアを」に刷新した。
これまで100年以上にわたり「おいしさ・楽しさ・健康・安心」
の世界を拡げることに努めてきたが、グループ内外の食と医薬
の知見を融合させ、新しい価値を創造し、「健康」というフィー
ルドでこれまで以上に大きな役割を果たしていくことを目指し
た。次の100年に向けて新たな挑戦を新スローガンを通じて世
界中のステークホルダーに伝えている。

明治グループの新スローガン
健康にアイデアを

2021

「原材料、乳製品のみ」で作られた
国内初※のアイスクリーム

「明治 Dear Milk（ディア ミルク）」
原材料は北海道十勝製造の乳製品
のみ。余計なモノを削ぎ落とすこと
で、ミルク本来の濃厚なコクと、
すっきりとした後味を実現した。

※当社調べ

2023

「エムポックスの予防」追加承認取得
「乾燥細胞培養
痘そうワクチンLC16『KMB』」
2022年、世界でエムポックスの流行を受け、日本では天然痘
ワクチン「乾燥細胞培養痘そうワクチンLC16『KMB』」が、有
効性が期待できると評価され、同年8月に「エムポックス（旧称：
サル痘）の予防」への効能・効果追加の承認を取得した。
2024年世界保健機関(WHO)の緊急使用リストに登録された。

2022

リサイクルPET樹脂100％、環境配慮の新容器
「明治5つ星習慣」
「明治グルコサミン1500& 
コラーゲン3000」
明治の宅配専用商品で初めてリサイクル
PET樹脂100％使用の容器を採用。

「明治5つ星習慣」は、明治の宅配専用
商品として初の機能性表示食品。

2022

生乳を凝縮したミルク感、「十勝」ブランド初の
フレッシュモッツァレラチーズ

「明治北海道十勝生モッツァレラ」
ミルク感にこだわり、独自の「ミル
クぎゅぎゅっと製法」で北海道産生
乳のおいしさを凝縮。鮮度を保つ
ため、遮光性に優れたアルミ蒸着
フィルムを使用。2021年より全国
発売。

2020

機能性表示食品で初※

飲んで紫外線から肌を守る
「明治スキンケアヨーグルト
素肌のミカタ」
SC-2乳酸菌、コラーゲンペプチド、スフィンゴミエリ
ン、3つの関与成分が紫外線から肌を守る。ヨーグル
トで紫外線対策という新たな価値を提案。

※サプリメント、栄養ドリンクを除く

2020

子育ての不安、 
疑問の解消に役立つアプリ

「赤ちゃんノート」
育児記録や育児に役立
つ情報の収集、当社栄
養士への栄養相談がで
きるアプリを開発し提
供を開始。

2023

「明治おいしい」ブランドから生クリームが誕生
「明治おいしい生クリーム」

北海道産生乳を100％使用し、お菓子づくりにも料理
にも使いやすい乳脂肪分40％。容器は、光を遮りお
いしさの品質を守る「スマートパック」と、注ぎやすい
キャップ式を採用。

2023

ナッツチョコレート市場を活性化
「ピスタチオチョコレート」

カリフォルニア産ピスタチオをまるごと使用。ペルー
産カカオとピスタチオペーストを使用したチョコレー
トで、コク深い味わい。訪日外国人にも人気。

2022

「明治ブルガリアヨーグルト」ブランド
発売50周年を記念
｢明治ブルガリアヨーグルトLB81 
プレーン HOME MADE STORY 
(ホームメイドストーリー)｣
ヨーグルトの本場ブルガリアの家庭に伝統として
受け継がれる、素焼きの壺で作った自家製ヨーグ
ルトをテーマとした、乳の濃厚なコクがあじわえ
るヨーグルト。

2024

「明治おいしい」ブランドから新たな乳飲料
「明治おいしいミルクコーヒー」

「明治おいしい牛乳」に使われるこだわりの生乳を
50％以上使用。生乳の消費拡大に貢献。

2024

抗悪性腫瘍剤
「ツシジノスタット」

「再発または難治性の成人T細胞白血病リンパ腫」を
適応症とした、経口投与が可能な抗悪性腫瘍剤「ツシ
ジノスタット錠」を発売した。

2021

R-1乳酸菌EPSを2倍配合！
「明治プロビオヨーグルトR-1 
ドリンクタイプThe GOLD」
多 糖 体“R-1乳 酸 菌EPS”を、
通常品の2倍となる6.6mg配
合。2023年6月に宅配限定で
発売し、好評につき、「2倍」を
打ち出したパッケージデザイン
で全経路での販売に広げた。

2023

左が宅配品、右が市販品

慢性GVHD治療薬
「ベルモスジルメシル酸塩」

「慢性移植片対宿主病（慢性GVHD）」を適応とし、
免疫細胞の分化と組織の線維化に関与するリン酸
化酵素であるROCK2を選択的に阻害する薬剤と
して世界で初めて承認された唯一の薬剤である。日
本に続き、アジア各国で順次承認取得。

2024

2020-2026
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背景イメージ：ペニシリン系抗菌薬の原薬を作る岐阜工場の大型発酵槽

キャップ付き紙容器
宅配でしか味わえないコク
｢明治宅配の牛乳｣
｢明治宅配のコーヒー｣
瓶の牛乳とコーヒーが環境に配慮したキャッ
プ付き紙容器で新登場。脂肪分の量はそのま
まに脂肪球を大きくしコクを高めた独自製法で
贅沢なおいしさを実現した。

2025

国産ペニシリン原料の
製造を３1年ぶりに再開
感染症治療や手術時の感染予防に欠かすことのできない
ペニシリン系抗生物質の国内安定供給に向け、これまで海
外からの輸入に依存していたペニシリン系抗菌薬原料の製
造を、岐阜工場において31年ぶりに再開した。

2025

「新型コロナウイルス感染症
に対する次世代mRNAワク
チン （レプリコン）」
新型コロナウイルス感染症に対する次世代mRNAワクチ
ンで、従来のmRNAワクチンよりも少ない接種量で高い
中和抗体価を示す。日本に次いで欧州で承認された。

2024

健康な方の血糖の管理に
「明治ヘモグロビン
A1c対策ヨーグルト」
世界初※、健康な方の高めのヘモ
グロビンA1c低下をサポートす
る機能が報告されているMI-2
乳酸菌入り機能性表示食品。
※�パッケージ上でヘモグロビン

A1cに言及する乳製品として
（2025年6月 先行技術調査お
よびMintel GNPDを活用し
た当社調べ）

2025

カカオセラミド配合 ご自愛チョコレート
｢カカオボーテ｣
世界で初めて素材化し※、商品化したカ
カオ由来の美容サポート成分カカオセ
ラミドを配合。上質な味わいで高カカオ
ポリフェノール含有かつ低糖仕立て。
※�美容成分・食品成分としてのカカオ

由来セラミドの論文検索、特許検索、
インターネット検索結果より

2025

できたての乳製品の魅力を伝える新ブランド
｢FRESH CHEESE STUDIO｣
独自製法により乳本来の風味
のフレッシュチーズに仕上げ、

「できたて」のおいしさが楽し
める。社内新規事業創発の取
り組みから誕生した。

2024

赤ちゃんのためのビフィズス菌研究が結実
2025  「明治ほほえみ」
2026  「明治ステップ」

乳児用調整粉乳として日本初のビフィズス菌配合「明治ほほ
えみ」。1 ～ 3歳頃に不足しがちな鉄・カルシウムのフォロー
アップに加え、ビフィズス菌と亜鉛を配合した「明治ステッ
プ」。栄養面での不安に応える。

社内新規事業創発、新たなチャレンジ！
｢明治乳酸菌発酵液｣
乳酸菌発酵製法（特許出願中）
によって、ジューシーで柔らかい
お肉（発酵熟成肉）に仕上げる
発酵乳。添加物を使わずに食材
の価値を高める業務用商品。

2025

「新しすぎてチョコレートとは呼べない」
菓子誕生

「生のときしっとりミルク」
カカオとミルクを練り合わせる独自の特許製法「生
ねり製法」を活用。チョコレートと生チョコレートの
間の水分量で濃密な味わいを実現した。

2025

腸内タイプ別パーソナルケア
｢Inner Garden｣
腸内細菌を測定し腸内タイプを可視化。タイプに応じたおすす
めの素材を配合したパーソナルココア飲料をお届け。

2024

自分の免疫力を見える化
おうちでカンタンに免疫チェック

「免疫チェック」
自宅で唾液を採取するだけで免疫状態を
簡単に把握。

2024

高たんぱく飲料
｢(ザバス)MILK PROTEIN
脂肪0 ココア味｣ 
シリーズ最大量、カラダづくりに有効なミルク
プロテインを30g配合。理想のカラダづくりへ。

2024

バイパス止血製剤
「血友病インヒビター止血治療薬」

必要な投与量に応じて適切な規格の組み合わせを選択することで、1回
あたりの薬剤の溶解本数を減らすことができるようになった。KMバイ
オロジクスが製造販売し、医療機関への情報提供・収集はKMバイオロ
ジクスと日本血液製剤機構が共同で行った。

2025

高張アルブミン製剤で日本初の100mL規格
「献血アルブミン 25% 
静注 25g/100mL 『KMB』｣
100ｍL規格の追加によって医療関係者、患者の負担軽減を期待。
KMバイオロジクスが製造し、Meiji Seika ファルマが販売を担当
している。

2025
手軽に腸活、のむヨーグルト

「明治ブルガリア
のむヨーグルトLB81
ONE SHOT」
腸内細菌のバランスを整え、おなかの調子を
良好に保つとの表示が許可された特定保健用
食品。毎日の習慣にしやすい飲みきりサイズ。

2026

軽い食感と口どけの良さ
短時間でホイップ可能な
業務用ホイップクリーム

「明治ルミエージュ｣
植物性脂肪分18％。脂肪分を抑えながら、
ホイップに時間がかからない。製菓業界の人
手不足にも貢献。

2024

「5種混合ワクチン」
「5種混合ワクチン水性懸濁注射用」を発売した。
既存の4種混合ワクチン（百日せき、ジフテリア、
破傷風、不活化ポリオ混合ワクチン）に、ヘモフィ
ルスインフルエンザ菌b 型（Hib）の抗原成分を
加えた。「2024年度グッドデザイン賞」を受賞。

2024

2020-2026
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海外展開の軌跡 3

メイジ・ファルマ・USA
グローバルな視野のもとに臨床開発を進めるための現地法人とし

て、2020年、米国ニュージャージー州、マンハッタンのハドソン川
対岸にメイジ・ファルマ・USAを設立した。そして、2024年、創
薬基盤強化のためのオープンイノベーション拠点としてマサチュー
セッツ州ケンブリッジにボストンオフィスを置いた。ボストンは世界
トップレベルの大学や研究機関、バイオベンチャー企業が集積する
地域である。革新的な技術が創出されるこの地で、ベンチャー投資
を中心としたスタートアップとの連携を図り、グローバルにイノベー
ションを創出することを目指している。

メイジ・ファルマ・アジア
感染症領域におけるアジアのリーディングカンパニーを目指し、

ASEAN全域の事業・コマーシャル戦略のハブとしての役割で発足。
感染症領域や血液がん領域、慢性疾患領域を中心とした医薬品・
ワクチンの販売等を行う。明治食品（広州）有限公司

2020年、中国における牛乳・ヨーグルト事業および菓子事業の
拡大を目的に明治（中国）投資有限公司を通じて設立。2024年から
グループ初の乳製品と菓子の複合工場として稼働を開始した。

これにより、明治乳業（蘇州）有限公司と明治乳業（天津）有限公
司の３工場体制となり、これまで供給できなかった地域のお客様に
当社商品を届ける体制を構築した。

メイジ・フード・ヨーロッパ
2020年に粉ミルクカテゴリーのリーダーであるダノン社と、欧州

市場向けキューブタイプの粉ミルク製造に関する事業提携につい
て、基本合意に達した。当グループがキューブ製造技術を提供し、
ダノン社が同社ブランドのキューブタイプ粉ミルクを欧州で発売する
こととなった。本事業推進のため、同年、オランダのアムステルダ
ムにメイジ・フード・ヨーロッパを設立。

2021年、ダノン社は同社ブランドのキューブタイプ粉ミルクを英
国で発売開始。2023年にはフランス、イタリア、エストニア、ラトビ
ア、リトアニアでも発売を開始していった。市場拡大に伴う生産能力
拡大のため、2024年、メイジ・フード・ヨーロッパの増資を行った。

設立年 対象法人名 形態 内容 現状(終了年)

2020 メイジ・ファルマ USA 子会社 アメリカでの臨床開発、医薬品開発 現存

2020 メイジ・ニュージーランド 子会社 食品の生産と輸出販売事業、スポーツ栄養事業の中国展開、乳
原料調達戦略強化 清算予定

2020 メイジ・フード・ヨーロッパ（オランダ） 子会社 欧州におけるキューブタイプ粉ミルクの生産技術支援、生産設備
の管理。その他カテゴリーの市場性検討 現存

2020 明治食品（広州）有限公司（中国） 子会社 中国華南エリア向け牛乳・ヨーグルト、菓子の生産、販売 現存

2021 メイジ・フード・ベトナム 子会社 乳幼児用粉ミルクなどの輸入、販売 現存

2024 台湾明治医薬股份有限公司 子会社 医療用医薬品の販売 現存

2025 メイジ・フード・アジアパシフィック（シンガポール） 子会社 アジア・パシフィックエリア内の子会社の経営管理、ガバナンス
機能強化など 現存

2025 メイジ・ファルマ・アジア（シンガポール） 子会社 医薬品・ワクチンの販売など 現存

◆海外における主な取り組み(2020～2026年)

メイジ・フード・ベトナム
2021年、年間出生数が約150万人※（日本の約1.7倍）と今後も市

場拡大が見込まれるベトナムにメイジ・フード・ベトナムを設立。
海外市場での持続的な成長基盤確立を目指す。また、より迅速に
営業活動を進めていくとともに、ベトナムにおける女性の低栄養問
題の解決に努め、2018年から2025年には工場で働く女性社員の
健康状態の改善のため、栄養改善事業を行った。栄養士による栄
養教育や栄養強化ミルクの提供・販売を通じ、継続的に栄養状態
が改善されることを目指した。（2025年終了）

※2020年ベトナム統計局

台湾明治医薬股份有限公司
台湾における医療用医薬品の販売等を展開する台湾明治医薬股

份份有限公司を2024年に設立し、2025年に営業を開始した。アジ
ア第5位の医薬品市場である台湾に拠点を設け、事業基盤を構築
し、感染症領域におけるアジアのリーディングカンパニーへの道を
切り開く。

台湾明治医薬股份份有限公司は台湾食品薬物管理署（TFDA）より、
慢性移植片対宿主病（慢性GVHD）治療薬の選択的ROCK2阻害剤

「ベルモスジルメシル酸塩錠」の薬事承認を経て、販売を開始した。

メイジ・フード・アジアパシフィック
(株)明治は2025年、シンガポールにメイジ・フード・アジアパシ

フィックを設立した。アジア太平洋地域内の事業拡大を目指し、エリ
ア内の５つの子会社を束ね、現地のニーズに即した価値提供を実現
できるバリューチェーンの構築やマネジメント体制への進化を図る。

2020-26
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④

②

①

⑤

③

④

海外展開の軌跡 4

New Global Action
今までの手法に縛られない切り口で

アジア、欧州、米国へ
歴史と技術があるから大胆になれる

そこに新しい明治らしさ

③�「ベルモスジル」を契機とした台湾
　 進出とアジア展開への挑戦

アジアで5番目の規模、1人当たり医薬品市
場で3番目の台湾に参入の機会をうかがう中、
2024年3月、日本で造血幹細胞移植後に起こ
る合併症、慢性GVHDの治療薬「ベルモスジル
メシル酸塩錠」の製造販売承認を取得したこと
を受け、台湾でも薬事承認を取得。同年12月、
台湾明治医薬股份份有限公司を設立した。慢性
GVHDの治療では、ステロイド剤などが一次治
療として用いられてきたが、十分な効果が得ら
れない患者さんも多い。こうした中、「ベルモス
ジルメシル酸塩錠」が新たな治療選択肢として
加わることで、医療現場からのニーズに応える
ことが可能となった。

台湾では、造血幹細胞移植を実施する医療
機関の約7割が、台湾明治医薬のオフィスを
構える台北市周辺に集中しているため、医療
機関への迅速かつ安定的な供給体制を実現。
「ベルモスジルメシル酸塩錠」はすでにタイ、

インドネシアでも販売を開始しており、Meiji 
Seika ファルマの事業は着実にアジアへと広
がっている。

今後も医薬品へのアクセス向上を図り、ア
ンメット・メディカルニーズの解消に貢献し、
アジアにおけるプレゼンスのさらなる向上を目
指していく。

④発売から39年、「ハローパンダ」は今や世界中で愛されるグローバルブランドに

上野動物園でパンダのトントンが誕生した翌年の1987年、「こんにちはパンダ」として日本で発売されるも、やがて姿を消し、
シンガポールで再チャレンジ。ビスケットの中にチョコクリームを充填し、そのサクサク感とプリントされたパンダのかわいらしさ
で、今や30以上の国や地域で愛されている。つまんでも手が汚れないことや、パンダのイラストが国によって異なったり、ハラー
ル認証を取得するなど、世界の多様な気候や文化に合わせた展開を行っている。

そしてアメリカでは、チョコスナックのカテゴリーは珍しく、当初、「どの棚に置けばいいのかわからない」と小売店やバイヤー
に言われ、展示会でも居場所がない事態に。営業担当者は試食用のサンプルを抱えて小売店を回った。小袋にしたり、フック
にかけられる穴をあけたりと改善を重ねた。転機が訪れたのは2017年、パウチ包装の採用でヒット！さまざまなスポーツをす
るパンダのイラストと車での移動にピッタリなのも人気の理由。さらにコストコのクーポン冊子「MVM」に掲載されて全米が認
知。アメリカにおいては、2021年度からの5年間で売り上げは約3倍に拡大。2025年度には年間売上151億円に成長した。

⑤�アジア基盤の構築期間を経て、グローバル研究開
発型企業への躍進を目指す

明治グループの医薬品事業は、タイやインドネシア等のアジアでの
生産販売の基盤構築の次段階として、創薬基盤を先進国へ求め、グ
ローバル研究開発型企業への躍進を目指している。メイジ・ファルマ 
USAは、スタートアップやハーバード大学、マサチューセッツ工科大
学などのアカデミアが集まっているボストンにオフィスをかまえ、最先
端研究から明治グループのブロックバスター創出につながる案件を探
索している。

現地のネットワークづくりに力を注ぎ、2025年、革新的な新技術
を開発するバイオテック企業への投資に多くの実績をもつベンチャー
キャピタル「MPM BioImpact」に出資した。また、ヒト免疫グロブリ
ン製剤の次世代製造技術の研究開発を行うスタートアップ「Lyric 
Bio」に出資。さらに、2026年にはユニバーサルインフルエンザワクチ
ンを研究開発している「Centivax」に出資し、現地の投資会社やスター
トアップとの協業がアクティブに進行中。

②�伸び盛りのベトナム市場、栄養改善事業で社会
課題に向き合いながら成長を図る

ベトナムは高い出生率などを背景に市場が拡大し、乳幼児用
粉ミルク事業とチョコレートなどのカカオ事業が成長を遂げてい
た。2021年4月、ハノイに現地法人「メイジ・フード・ベトナム」
を設立し、日本からの粉ミルクの直販を開始。

ベトナムは女性の低栄養問題が大きな社会課題となっている。
その解決に向けて2018年より、市販ルートで販売中の「ママミル
ク」の配合をベースとした栄養強化ミルク「メイライフ」を活用する
栄養改善事業に取り組んだ。ハノイ医科大学とも連携し、明治
の栄養士から栄養セミナーを受講し栄養強化ミルクを飲んだ女性
労働者の健康状態や職場における生産性の向上の変化について
検証（2025年終了）。現
地の社会課題解決に貢献
しながら、ベトナムにお
けるmeijiブランドのさら
なるプレゼンス向上とと
もに、粉ミルクの売上拡
大に邁進している。 世界各国で発売されている「ハローパンダ」のパッケージ

左から、アメリカ、インドネシア、シンガポール、中国

─新たなアプローチで、グローバルにチャレンジした10年─

① 「明治ほほえみらくらくキューブ」の技術で 
　 欧州市場に展開

「子どもが赤ちゃんのときに欲しかったわ。スプーンで何杯入れ
たかわからなくなって、何回も作り直したのよ！」世界初※のキュー
ブタイプの粉ミルクを手にした英国人が思わず声をあげた。こう
して現地で驚きをもって迎えられたのが、「明治ほほえみらくらく
キューブ」の製造技術を活用して生まれた「Aptamil」だ。

ダノン社ブランドのキューブタイプ粉ミルク「Aptamil」は、
2021年に両社の事業提携により誕生した商品である。計量不要
で粉がこぼれないという独自価値は、利便性
が高く、育児をサポートする商品として大きな
反響を呼んだ。使いやすさを求める声は国境
を越え、英国を足掛かりに、フランス、イタリ
ア、エストニア、ラトビア、リトアニアへと販売
網が広がる。明治グループの画期的な技術を
他社ブランドで投入する新たなアプローチによ
り、欧州市場を切り開いていく。

※当社調べ（2007年10月時点）

※収益認識基準適用前売上高

ハローパンダ海外売上高（億円）※

43

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

その他地域

米国

68

62

100

85

142

107

169

126

196

151

217
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明治グループは、2026年に創業110年、現体制になって15年という大きな節目を迎えました。
お客さま、株主・ビジネスパートナーの皆さま、そして歩みを支えてきた社員の皆さま一人一

人に、心より感謝申し上げます。
これまで明治グループは、「栄養報国」の精神のもと社会課題に向き合いながら事業活動を
続けてきました。菓子・乳製品・医薬品へと領域を拡大し、「食」と「薬」の両輪で人々の健康
に貢献する企業グループへと発展しています。
一方、世界を取り巻く環境は大きく変化してきました。近年は、コロナ禍により人々の暮らし

や社会の価値観が大きく変化し、さらにサステナビリティの考えが浸透するなど、企業には社
会課題の解決と事業を一体で進めることが求められています。
私たち明治グループは、これまでの110年間、チャレンジ精神をもち誠実に社会課題に向き
合ってきました。この積み重ねが、世代を超えた信頼を築いてこられたのだと思います。今後、
明治グループがさらなる成長を続けていくためには、これまで培ってきた技術や知見を活かし
ながら、社員一人一人が「変える」の主役として自ら考え、そして行動することが不可欠です。
それぞれが持ち場で課題と向き合い、価値を創り続けることが次の時代の明治グループを形
づくります。
これから先の100年も、社会に貢献しながら持続的に発展していくためには、事業を通じた
価値創造をさらに進化させていくことが重要です。「食と健康のプロフェッショナル」として人々
の健康に貢献するとともに、「人・社会・地球のすべてが健康であるより良い未来」の実現を
目指していきます。
110年の歩みを礎に、次の未来を、共に切り拓いていきましょう。

明治ホールディングス株式会社

代表取締役社長 CEO  松田 克也

行動指針経営姿勢

企業行動憲章

トップメッセージ 明治グループ理念体系

栄養報国の精神のもと築いてきた
110 年の歴史を礎に、
次の時代に向けて価値を創り続ける
明治グループへ
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＊グループ会社は本社所在地を記載
＊2026年9月1日時点

医薬北海道支店

北日本支社
医薬東北支店

中部支社
医薬中部支店

関西支社
医薬関西支店

医薬中国支店

西日本支社
医薬九州支店

稚内工場

西春別工場
北海道根釧工場

十勝工場
日本罐詰（株）

本別工場

長野チーズ工場

東海工場

愛知工場

京都工場

関西工場
関西アイスクリーム工場

関西栄養食工場

大阪工場

倉敷工場

九州工場

東海明治（株）

明治油脂（株）

道南食品（株）

恵庭工場

明治チューインガム（株）

四国明治（株）

沖縄明治乳業（株）

KMバイオロジクス（株）
明治アニマルヘルス（株）

医薬甲信越支店

岐阜工場

医薬京滋北陸支店
大蔵製薬（株）

医薬四国支店

Meiji Seika ファルマテック（株）

茨城工場

守谷能力開発センター
守谷工場

群馬工場
群馬栄養食工場

埼玉工場

戸田工場

The Lilyx Training Center

足柄工場
製薬研究所

都輸送（株）

坂戸工場

神奈川工場

神奈川厚木工場

群馬明治（株）

栃木明治牛乳（株）

医薬千葉埼玉支店

医薬神奈川支店

医薬北関東支店

明治イノベーションセンター

明治ホールディングス（株）
Meiji Seika ファルマ（株）〈本社〉
Me ファルマ（株）

明治ビジネスサポート（株）

（株）明治〈本社〉 
東海ナッツ（株）

（株）Wellnize

（株）明治アドエージェンシー

関東支社
明治フレッシュネットワーク（株）

明治ロジテック（株）
（株）明治ナイスデイ

明治飼糧（株）
（株）明治フードマテリア

（株）明治テクノサービス

医薬東京支店

明糖倉庫（株）

Romeck Pharma（合）

◆（株）明治
【生産】

【物流】

【サービス】

【販売】

【その他】

◆Ｍeiji Seika  ファルマ（株）

◆明治ホールディングス（株）
明治ビジネスサポート（株） 明治グループ各社からの各種間接業務の受託等

東海明治（株） 飲料の製造1942

群馬明治（株） 牛乳・飲料の製造、販売1938

栃木明治牛乳（株） 牛乳・飲料の製造、販売1961

明治油脂（株） マーガリン類ショートニング・乳製品の製造1940

道南食品（株） チョコレート・キャラメルなどの製造、販売1980

明治チューインガム（株） チューインガム・キャンデーなどの製造、販売1960

東海ナッツ（株） アーモンド・マカダミアナッツ等ナッツ類の加工、販売1972

明治フレッシュネットワーク（株） 牛乳・乳製品等の卸売2003
四国明治（株） 牛乳・乳製品・菓子等の製造、販売1994

明治ロジテック（株） 一般貨物自動車運送事業、貨物利用運送事業、倉庫業1941

（株）明治ナイスデイ 保険代理業、リース業、事務什器の販売、IT・労務・経理の業務受託1966
（株）明治アドエージェンシー 総合広告代理業1951

（株）明治テクノサービス 機械技術サービス業1984

沖縄明治乳業（株） 牛乳・飲料・アイスクリームの製造、販売1969

日本罐詰（株） 冷凍野菜、レトルトパウチの製造、販売1948

（株）明治フードマテリア 砂糖類・澱粉糖類・穀類の販売および輸出入、機能性素材の製造・販売および輸出入1971

明治飼糧（株） 飼料の製造、販売1946

明糖倉庫（株） 倉庫1982
（株）Wellnize 食・ヘルスケア領域での新サービス開発、明治グループの事業DXサポート2024

大蔵製薬（株） 注射剤包装受託事業、試験検査受託事業1955
都輸送（株） 医薬品の物流1970

Romeck Pharma（合） 医薬品の開発、製造、販売2019
Meiji Seika ファルマテック（株） 医療用医薬品の製造及び関連・付随事業2022

1987

会社
グループ会社の設立年と事業内容

設立年 事業内容

Meファルマ（株） ジェネリック医薬品の製造販売等　2016

KMバイオロジクス（株） ヒト用ワクチン、血漿分画製剤の研究・開発・製造・供給、動物用ワクチンの製造、
新生児マススクリーニング2018

明治アニマルヘルス（株） 動物用医薬品の製造販売等2022

医薬北海道支店

北日本支社
医薬東北支店

中部支社
医薬中部支店

関西支社
医薬関西支店

医薬中国支店

西日本支社
医薬九州支店

稚内工場

西春別工場
北海道根釧工場

十勝工場
日本罐詰（株）

本別工場

長野チーズ工場

東海工場

愛知工場

京都工場

関西工場
関西アイスクリーム工場

関西栄養食工場

大阪工場

倉敷工場

九州工場

東海明治（株）

明治油脂（株）

道南食品（株）

恵庭工場

明治チューインガム（株）

四国明治（株）

沖縄明治乳業（株）

KMバイオロジクス（株）
明治アニマルヘルス（株）

医薬甲信越支店

岐阜工場

医薬京滋北陸支店
大蔵製薬（株）

医薬四国支店

Meiji Seika ファルマテック（株）

茨城工場

守谷能力開発センター
守谷工場

群馬工場
群馬栄養食工場

埼玉工場

戸田工場

The Lilyx Training Center

足柄工場
製薬研究所

都輸送（株）

坂戸工場

神奈川工場

神奈川厚木工場

群馬明治（株）

栃木明治牛乳（株）

医薬千葉埼玉支店

医薬神奈川支店

医薬北関東支店

明治イノベーションセンター

明治ホールディングス（株）
Meiji Seika ファルマ（株）〈本社〉
Me ファルマ（株）

明治ビジネスサポート（株）

（株）明治〈本社〉 
東海ナッツ（株）

（株）Wellnize

（株）明治アドエージェンシー

関東支社
明治フレッシュネットワーク（株）

明治ロジテック（株）
（株）明治ナイスデイ

明治飼糧（株）
（株）明治フードマテリア

（株）明治テクノサービス

医薬東京支店

明糖倉庫（株）

Romeck Pharma（合）

◆（株）明治
【生産】

【物流】

【サービス】

【販売】

【その他】

◆Ｍeiji Seika  ファルマ（株）

◆明治ホールディングス（株）
明治ビジネスサポート（株） 明治グループ各社からの各種間接業務の受託等

東海明治（株） 飲料の製造1942

群馬明治（株） 牛乳・飲料の製造、販売1938

栃木明治牛乳（株） 牛乳・飲料の製造、販売1961

明治油脂（株） マーガリン類ショートニング・乳製品の製造1940

道南食品（株） チョコレート・キャラメルなどの製造、販売1980

明治チューインガム（株） チューインガム・キャンデーなどの製造、販売1960

東海ナッツ（株） アーモンド・マカダミアナッツ等ナッツ類の加工、販売1972

明治フレッシュネットワーク（株） 牛乳・乳製品等の卸売2003
四国明治（株） 牛乳・乳製品・菓子等の製造、販売1994

明治ロジテック（株） 一般貨物自動車運送事業、貨物利用運送事業、倉庫業1941

（株）明治ナイスデイ 保険代理業、リース業、事務什器の販売、IT・労務・経理の業務受託1966
（株）明治アドエージェンシー 総合広告代理業1951

（株）明治テクノサービス 機械技術サービス業1984

沖縄明治乳業（株） 牛乳・飲料・アイスクリームの製造、販売1969

日本罐詰（株） 冷凍野菜、レトルトパウチの製造、販売1948

（株）明治フードマテリア 砂糖類・澱粉糖類・穀類の販売および輸出入、機能性素材の製造・販売および輸出入1971

明治飼糧（株） 飼料の製造、販売1946

明糖倉庫（株） 倉庫1982
（株）Wellnize 食・ヘルスケア領域での新サービス開発、明治グループの事業DXサポート2024

大蔵製薬（株） 注射剤包装受託事業、試験検査受託事業1955
都輸送（株） 医薬品の物流1970

Romeck Pharma（合） 医薬品の開発、製造、販売2019
Meiji Seika ファルマテック（株） 医療用医薬品の製造及び関連・付随事業2022

1987

会社
グループ会社の設立年と事業内容

設立年 事業内容

Meファルマ（株） ジェネリック医薬品の製造販売等　2016

KMバイオロジクス（株） ヒト用ワクチン、血漿分画製剤の研究・開発・製造・供給、動物用ワクチンの製造、
新生児マススクリーニング2018

明治アニマルヘルス（株） 動物用医薬品の製造販売等2022

国内事業所・グループ会社一覧
赤文字は、（株）明治の事業所・グループ会社
青文字は、Meiji Seika ファルマ（株）の事業所・グループ会社
黒文字は、明治ホールディングス（株）の事業所・グループ会社
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● 赤文字は、（株）明治の事業所・グループ会社一覧
● 青文字は、Meiji Seika ファルマ（株）の事業所・グループ会社一覧

海外事業所・グループ会社一覧
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明治乳業（天津）

タイ・メイジ・フード

CP メイジメイジセイカ・シンガポール
メイジ・ファルマ・アジア

メイジ・フード・
アジアパシフィック

台湾明治食品股份
台湾明治医薬股份

P.T.メイジ・インドネシア・
ファーマシューティカル・インダストリーズ

PT メイジフード・インドネシア

明治乳業（蘇州）

タイ・メイジ・ファーマシューティカル

明治制果食品工業（上海）

メイジ・ファルマ・USA

ラグーナ・クッキー

明治食品（広州）

明治雪糕（広州）

メイジ・フード・ヨーロッパ

メイジセイカ・
ヨーロッパ

メドライク・オーストラリア

メドライク・ファーイースト
メイジ・フード・ベトナム

メイジ・ファルマ・スペイン

メドライク plc 明治（中国）投資

メドライク・ニュージーランド

スタウファー・ビスケット

メイジ・アメリカ

メドライク
アドコック・イングラム

アドコック・イングラム・ファルマ
メドライク・ライフケア

イノファーム

広東明治医薬

バンコク駐在事務所
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